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Modes of occurrence of Juzonite at 
the Hoku-etu and Kinkaseki mines 


HEA: YE ee BE 2 BBR (M. Watanabé) 


ABSTRACT. The Hoku-etu copper deposits are found on a disected 
wall and bottom of an extinct volcano, named Sumon-daké, They consist 
of fine-grained aggregates of quartz, pyrite and luzonite, sometimes with 
abundant sulphur. Enargite and barite are also found in many druses. 
The ores seem to be partly sofataric and partly metasomatic in origin. 
The luzonite, chemically analysed by J. Kitahara, consists essentially of 
Cu,AsS,, but its X-ray pattern, obtained by T. Takeuti, is not similar 
to that of enargite crystals but corresponds to that of famatinite, obtained 
by Frebold. Thus the dimorphic relation between enargite and luzonite, 
which has long been discussed by Weisbach, Moses, Frebold, De Jong, 
Schneiderhéhn-Ramdohr and Harcourt, among others, is ascertained. 
Similar conclusion been arrived at also by H peers according to his 
personal communication. 

Luzonite from Kinkaseki occurs in a quite similar association of quartz, 
pyrite, barite and enargite, sometimes with sulphur. Negative pseudomorphs 
of luzonite after enargite are also found, indicating that the former is 
stable while the latter is unstable against some solutions even at same 
temperatures. Fresh luzonite is found also covered by chrysocolla, sug- 
gesting its stableness at oxidizing conditions. 
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B R 
1) - ルアナ イト の 由来 4) JL SA ORR DRL 
2) ' そ ミナ ー ジ ミイ ト 及 び ファ マチ 5) 北越 太 山 産ん と ゲ ナ イト 
ナチ イト と の 闘 係 6) SN Arr Yr 4 b 
3) Mor Yr b 7) RABE 


1 ル ゾ ナイ ト の 由来 

フイ リッ ピン PBROME Jv ROACH CHT SCL, スペ イン 
人 の 占領 以前 か ら 知 られ , 既に 原 住民 イグ ョ ー ト 族 に よ つ て , 小 規 模 に 採掘 
製 便 を そら れ て ゐ た 。 こ と の 鋼 産 地 の 中 心 を な す の が Mancayan で , マ = ラ 
の 北方 264 $f, 海抜 rz40 米 の 山上 に 在 る 。 スペ ィ イン 人 の 占 依 後 , OSE 
は Camtabro-Filipino @ iLO ich L, 1875 4AE CY SEX Hilt 7c, 

偶々 1866 年 , 同 春山 技師 Simon [CAS EICMBIT 3 ICPEL, Z ORE 
の 一 部 を Weisbach KicHO7e, MIMTMEBT SIC, —Mid HF 
—lxet PEL THICMENTROCR MM ME SETH D, —MMiatA LO 
WELK OVE WChO, COP Mkt Ow 1668 年 Simon 氏 の 後任 
Othberg 氏 が ら Zerrennerl 氏 に 送ら れ , HIAONe 74 Vo ev BE FB 
色 鉛 ” (brauner Kies) と し て , ““ 紅 界 各 地 の …… RID ZN’? 中 に 記す 
と 共に , その 一 片 を Fritzsche Kies) , KYLE OEMIPASSHM, WE, 硫黄 
4 INT, BHARGAME (binnite) か と 推定 し た 。 し か る に 1873 年 , 
Stelzner 5) ASFA MCSE LIS ファ マチ ナ ィ ト (famatinite) を 記載 
する に 及び , Weisbach Kitiyit YB EV MORBMRERA, CI. 
Winkler 氏 の 分 析 の 結果 , その 組成 

C4752, Fe 0.03, AS 10-52, DZS 93-04, 

BEV BHA L » 4bO Ont eke BN Cu,AsS,(Cu 48.36, As 19.07, 


1) W.D.Smith, Geology and Mineral Resources of Phillippine Is. 1924, 
Manila, 405. 

2) <A. Weisbach, Tscherm. Mitt. 1873, 242. 

3) Carl Zerrenner, Berg. u. Hiittenm. Zeitg. 1869, 106. 

4) Fritzsche, do, 1869, 43. 

5) A. Stelzner, Tscherm. Mitt. 1874. 257. 
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S 32.57) 中 , Cu の 一 部 を Fe, As の 一 部 を "Sb で 置換 し た も の に 営 り , 
し か せ その 色 路 紅 放 で , TERE ERO, HO ェ ナ ー ジ ィ ャ イト の 募る し い 
TEECC DH S BGP IR < BEC, CMLMBERSZTCERH Lad, CALE SHEN 2 Be 
L,4OM HA Vv BOGICHA TC, A YH4 EIS YY FR (luzonite) 
命名 する に c 色 つた 。 こと れ が 本 礁 の 由 來 で ある 。 
2 エナ ー ジ ャ イト 及び ファ マチ ナイ ト こ と の 開 係 

ル ジ ナ イト と 最も 密接 な 開 係 の ある の は , エナ ー ジ ィ ャ イト 及び ファ マチ ナ 
イト で ある 。 この うち ェ エナ ー ジ ャ イト は ェ 850 年 , Breithaupt KH” ik 
つて 南米 ベル —FESTTRG Pb 見 出さ れ た も の で , C.F. Plattner 氏 の 分 
Prox, その 紺 葉 前記 の CusAsS。』 に 堂 り , Weisbach Rick mig, 常に 
: SAGARA, BTEENK IC Hah LH CHAE He SPAS SS 同氏 は 特に こ 
Omak sSGL SHANE” を 意味 する ギリ シヤ 語 “enargis” に 因 ん で “enar- 
gite” と 命名 し た と & と 俺 へ ら 愉 る 。 即ち ェ 〒 ェ テージ ッッ ャ イト と 言 へ ば , BPM 
PID BAF CHS. 

と の 太 物 は その 後 前 記 の ル ど ゾン 島 マ ンカ ヤン x, ア ル ゼ ンチ ン の ファ マチ ナチ 
山地 (Sierra Famatina) 等 で も 知ら れ , その 李 各 地 で 見 出さ れ た 。 し か る 
に 1873 年 ) ファ マチ ナチ 山地 の ェ ナ テー ジャ イト 太 脈 中 , REO RASA 
られ , Stelzner Fe? ik Siewert 氏 の 分 析 の 結果 , を の 紺 成 

Cu43.64, Feo0.83, As 4.09; Sb 21.78, S29.07% 

を 確か め , 〒 デ ナー ジィ ャ イト の 組成 CusAsS』 中 As の 大 部 分 を Sb で 書換 
し た る も の , 印 ち アン チ モ ン ・ エ ナー ジィ ャ イト に 相 党 する が , COBAMTIR<G 
BC, と れ と 品 系 を 異 に すべ し と 論じ , その 原産 地 の 名 に 因 ん で , これ を 新 
RIC Up eFHA PANS 77 ~F 7H (famatinite) と 命名 し た 。 

Weisbach R98 y + v FENRTZR BD DIK L, その 組成 上 ほぼ で 同 


1) A. Breithaupt, Pogg. Ann. 80, 1850, 383. 
2) A.Stelzner, Tscherm. Mitt. 1873, 242. 
3) A. Weisbach, 前 出 。 
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DEF Let PEBILT, BICr IFA bEMLAOL, と の ing OC 
に 利 激 を られ な た 結果 で あり 、 氏 に よれ ば , VITA PET ORE, BBO 
MEW BEC, モエ ナー ジィ ャ イト と は 明か に 異な り , 序 つて 組成 を 異 に する ファ 
マチ ナチ ナイト と 証 別 が 困難 な ほど で ある 。 島 て 同氏 は それ ら 3 MORIA IC 
| 3 Cu,S-AsS; > 3 CuzS-Sb2S; 
BAMR she  Enargite sr 
Hise Sd S Luzonite " Famatinite 

な る 関係 を 認め , ェ ナー ジャ イト と ル ジ ナ ィ イト と は 同質 二 像 (dimorphous) 
ファ マチ ナイ ト と ル ど ジテ ナ ィ イト と は 類 質 類 像 (isomorphous) な り と 論じ た 。 

ピ じ か も ご どれ ら が 互 に 階 伯 し て 産 す る こと は プル ゼン チン に 於 ける ファ マ 
チチ ナチ ナイト と エナ チ ナー ジィ ャ イト の 開 係 , ル ゾン 島 に 於 ける エナ チ ナー ジャ イト と ルプ ジ 
ナイト の 闘 係 に 於 て も 明か で , 74 AN or>RO BBL Y v AOR 
で は , 石英 の 上 に 先 づ 黄 鐵 確 の 薄 必 を 介し て ル ゾ ナイ PRSRRL, FOLIC 
ェ エナ ー ジ ィ ャ イト を 生じ , BICHROMRCBEL, 7 HLIc Bitsigg(tennan- 
tite) を 伴 な ひび, 最後 に 重 品 石 を 企 な つて 居る 。 

COHFBRFA-L 4 PICHETIA TORS ( OWED YD, Rammelsberg 
FEY ik 1895 年 まで に 於 ける 多く の 分 析 の 結果 か ら , 

4 CuS-Cu,S-As,5, = Cu,As.S, 
の 外 5 CuS-Cu,s-AsS,'= CUASISS 
な る 分 子 式 の 存在 を 主張 し , C. Guillemain Fe? また と れ に 状 し た が , を 
DRIKOBAIC Loc, RiECO(LSK CuzAsS, が 認め られ , 鶴見 志 
津 夫 氏 や に ょ つて 分 析 せ られ た 剖 濃 金 反 右 産 エナ チー ジャ イト の 
Cu 47.85, Feo.21, Mno.11, As 18.13, Sb 1.13, S$ 32.84% 

の 如き も , COM FLE (Cu, Fe, Mn) : (As, Sb) #S:==:406% 2 ob 2.3 ONE 


1) C.F. Rammelsberg, Mineralchem. 1895, 49. 
2) C.Guillemain, Groth. Zeits. 33, 1900, 78. 
3) AAA ABE 10 (#8 8), 288. 
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RateS; に 極め て 近い 。 また その 結 唱 系 に 就 て も , Breithaupt KORF 
tlk lc Dauber FY, Spencer 氏 39 等 の 測 角 で 確か め ら れ , 更に 近年 高 
AURAL? AR Me X MICHEL, BI (VE) の も の と 
認め 
ap SO4EA,. bE 00AR COTEAA 

な る 略 位 格子 中 に CusAsS。 ェ 分子 を 含む も の と 論じ し , 貫 いて Pauling, 
Weinbaum pA は と れ と 眉 つ た 立場 か ら , 和 妊 方 卓 系 農 極 像 (C2.) LH, 
RCE ATE >), TEL BUI, FEBS er NP: © ik, EASED SE 
WE AMRIC LOCH HC, HL, RAAB AIRTEL? %, X 線 的 
ARIC LD CML AMICHL Ze, 

か く て 現在 テナー ジャ イト が CusAsS。 の 組成 を 以 て , AHAB ABUKIC 
局 す る と と は , 確認 な られ た と と ろ で ある 。 

と れ に 反し じ て ル ジ チ ナチ イト, ファ マチ デイ ト に は ば 問題 が 多く , 1877 年 , 
Frenzel 氏 9 £75 ERB MIs SHA Ce C 7odS, 確度 な く , その 
ee eee 

論じ , 1905 464 Moses 氏 1 また ル ジン 島 産 アゾ ヴ ナチ ナイト を 測 角 し て , その 外 

SR じ , た め に 一 時 は ルル ゾン PROF FE BEE 
れ 』 例 へ ば Dana H™ ome lt, ル ジ ゲ チ ナチ イト を ェ エナ ー ジ ッ ャ イト の 毅 種 と し , 
ファ マチ ナイ ィ イト を も エナ テー ジャ イト と 同様 鋼 方 卓 系 と し て 記し て ゐる 。 


1) A.Dauber, Pogg. Ann. 92, 1854, 237. 
2) L.J.Spencer, Min. Soc. London, 11 (1895), 73. 
3) ARERR 本 誌 10 (mH 8) 277, 11 ( 昭 9) 13. 


4) L. Pauling, S. Weinbaum, Zeit. Krist. 88 (1934), 48. 
5) 渡邊 新 六 本 誌 15 (HB 11), 62 

6) ERT PEA A BRA 本 誌 18 ( 昭 12), 184. 
7) WERTH BART 本 誌 18 ( 昭 12) 188. 

8) A.Frenzel, Tscherm. Mitt. 1877, 303. 


9) G.v.Rath, Groth Zeits. 4 (1878), 426. 
10) A.J.Moses, Am. J. Sci., 20 (1905), 277. 
- 11) E.S.Dana, System of Mineralogy, 1909, New York, 148~149 
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越え て 1928 年 De Jong 氏 り は アル ギ ゼン チン 産 ファ マチ ナイ ィ イ FORK 
X 線 究 引 を コ ョ ラド 産 エ チー ジャ イト と 比較 し て , 同一 構造 を 有する こと と 
を 公 に し , こ の 見 解 は Schneiderhohn, Ramdohr Wk?) の 容 る 所 と な つ 
た が , 了 爾 氏 は 同時 に これら と 構造 を 異 に する ル ジ ナ イト , ア ンチ モン - NY 
ナ ィ イト (Stibioluzonite) の 存在 を 認め , それ ら の 間 に 


ェ ナ ー ジ ヤ ィ イト 式 構 造 の も の Enargite——Famatinite 
MYAHA PEELED 4 DO Luzonite——Stibio-luzonite 
な る 閲 係 を 主張 し た 。 


と れ に 反し て Frebold K® K2e—L244 LOMRBBL 7-3 F745 
bHROMAB IN £ OME EL eas, 氏 は 更に マン ヵ カヤ ン NLD 
BEOBAE A KORE i 下 の 性 質 に 於 て 後者 に 一 致す る 故 を 以 て , HE 
の 化 足 的 吟味 を 用 ちず , と と れ を 全然 ファ マチ ナイ ト と 認め , ル ゾ ナイ ト を 抹 
PLT と し た 和 跡 で , 筆 者 等 を 満足 せしめ る に 至ら 。 

以上 を 比較 史 味 する に , THEO, COX PPRBIAIC HST, 
agli) Be HL et HL, ファ マチ ナイ ト 式 と の 少く と も 2 種類 あり , 
また 化 由 的 組成 に 於 て , CusAsS。 を 主 と す る も の と , CusgSbS。』 を 主 と す る 
も の 2 種 が ある と と は 左 が な いい が, それら の 構造 が を それ ぞ れ 一 方 の 組成 
を 代表 する か , 双方 と も に その 何れ の 組成 に も 認め られ る か , こい に 問題 が 
残る ちや け で , 近 年 更に Harcourt KK) 4, CO-HOSZMORM ME X eH 
に 研究 し , 調 は ゆる ェ エナ ー ジ ィ ャ イト 式 構造 の も の は , 全部 路 放 色 の も の で , 
その スペ クト ルル 分 析 の 結果 , Sb に 比 し て AS の 多い も の で あ り , 調 は ゆる 


1) W.F.de Jong, Zeits. f. Krist. 68 (1928) 522, 78 (1930) 176. 

2) H.Schneiderhéhn, P. Ramdohr, Lehrb. d. Erzmikroskopie 2 (1931). 

3) G. Frepold, N. Jahrb, Min, 56, A (1927) 316. 

4) この 外 C.M. Farnham se (Determ. Opaque Miner. 1931, 89) は Cu,gAs,S, 
な る 式 を Luzonite icH@~ CHS, OMIA Cie ( , CORP OM LIZoEIE 
Rammelsberg FEO 2B LES 5 に ,〒 デ ナー ジャ ヤ イ ト に Ley られ る 。 

5) G.Harcourt, Am. Miner. 22 (1937) 517. 
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ファ マチ ナイ ィ イト 式 構造 の も の は , 全部 嘩 紅色 の も の で , As ほ で 同 量 , 或 は 一 
B2<@O Sb を 含む る の, 印 ち ファ マチ ナイ ト で あり , エナ ー ジ ャ イト と 同 
一 組 茂 で 培 つ た 結 品 構造 の も の , BV Weisbach 氏 が 名 は けた 意味 の ル ジ 
F4 bid BME Ae LBL, と れ を 抹殺 する に 至 つ な 。 

し か し な が ら , この 結論 は Weisbach が 始め か ら 記 し て ゐる や うに , 等 
し く CusAsS。 ELS SY AVY RRO IC, HS PICMG, B 
BOW ら か な LOL MALE CHHOMV LOLWSSAAICKL, FH 
BAO ICH TH, TOBGC, Schneiderh6hn, Ramdohr py ASHE Ic =E 
ie LU Cd Sih 0, PRL < CusAsS, C, X 線 的 構造 の 違 つ た も の が あり , = 
FHeVeAPENAYI 4 PEMMAIKLEBCS*LCAI LTS. (AL, 7rv 
FA PICT, MARION Ee etr-ov 4 beEMRLMC, CHICKL 
て Frebold 氏 が ファ マチ ナチ ティ ト の X wesie と じじ で て で て 示し た も の は , 筆者 
MYFA PECOHHEL—ICTS, TOMAEKMATS 2. 

3 KRBROLYF4hb 

RB ICH TE, エナ テナー ジャ イト は 比較 的 早く か ら 知 られ , PIC Be 
確 山 に 於 て は , RLER SBA E UTS MN, 明治 39 年 和男 維 四 郎 氏 リ 
の 記載 を 見 て 以来 , 多く の 在 者 9 に 研究 せら れ , EPA TAL), 
同 奥 戸 (Okoppe) fe, 秋田 以 花 岡 礁 山 ©, ASS RRA <ALL タ 
id, BPEERO Hes t LCR FN CH SB, VIHA PROD ry 
FA bid, SRE oN Chin, 


1): T. Wada, Beit. Miner.—Japan. 2, 1906, 57. : 

2) AUSF EG, Hh eT, 13 (BA 39), 192; 小山 一 郎 , 同 201; PASE ARS, SEO AS 
報告 , (明治 44) 29; PERL ARS, ASHE, 4 ( 昭 5) , 222; BABA, 本 誌 10 (M4 8), 
288; a, Ate, 12 4 (HHO), 184; MRA, AE, 10 (HK 8), 277; TEBIA, 本 誌 , 
15 (88 11) 62; iZERTE, AREA, 本 誌 , 18 ( 昭 12), 188; 同 , 本 誌 , 19 ("a 13), 
253; fA, FEB A, 本 誌 , 18 ( 昭 12), 184. 

3) 和田 維 四 郎 , AAO (AS), 88; eRe ERK, HEL, 25 (大 正 7), 458. 

4) 渡邊 新 六 , 本 誌 , 18 ( 昭 12) 287. 

5) 和田 長 次 , 地質 85 ( 昭 3) 537; FER BARES, AGE 4 4 ( 昭 5) , 214. 

6) 和田 維 四 郎 , AAR (A 5) 88; AT Sadk, BoesCwe (A 15). 
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但し 金 反 石 産 確 石 中 , REIKO =F 44 b EAC, ALO 
更 を 見 る 場合 が あぁ あり, と れ に 就 て は 筆者 り は 茎 に 昭和 5 年 , 題 微 鏡 的 観察 - 
EET, その 内 側 の 柱 其 の 部 分 が , HEE Murdoch RK? に ょ つて 記さ れ た 
“white enargite” に 一 致す る に 反し , TON MOBS OMDB RO 
“pink enargite” に 一 致す る と と 公 に し た 。 WRB, 営 時 は ル ジ チ ナイ 

b OPMHELHIL, これ を ェ ナ ー ジ ネ ヤ ィ イト の 匂 種 と 認め られ る の が 一 般 . 
で , Murdoch の 如き る も , 調 は ゆる “pink enargite” の Sb Ice ん だ の が が . 
ル ジ ナ イト, Sb に 富ん だ る の が ファ マチ ナイ ト に 相 営 する と 記し た だ け 
で , BOR ME LiDoO7e, 1) CHR FATALE O LOe, 同氏 の 調 は 
ゆる “pink enargite’ 238%, tEIkD LORS “white enargite” £146 
PICMB LLG, VA FA PERT SCLEMES THI. 営 時 若 ピ ル 

ジ ナ ィ イト の 存在 が 認め られ て ゐ ね た ら , これ は 賞 然 ダナ イト と 認め らち る べべ 
きも の で あつ た 。 

LOB { COMME MEIN CED , 先 年 金 尺 石 礁 床 を 調査 報告 3 し た 
際 に る , この 問題 に は 般 れ な か つた 。 然 る に 本 年 1 月 下旬 , 本 偶々 員 沼 田 幸 
一 郎 氏 は 新潟 懸 北越 奏 山 産 銅 確 石 の 敷 片 を 持参 し , その うち 特に 嘱 紅 色 綴 
BE ERS IC BE CER OPE Ea Bite, Mh CHEMISE 6 RA RAGE 
IC TILE PBT S LIC, ALAM BOL Bae ele Leth BR, (EBD 
に は 主として CuzAsS, CH 0 , ESA IIC Id Hid A “pink enargite”’ 
IC-EeF SEMI, PMEBO MAHAL OM UE Ler VF 4 bP 
DEFT SIClk, X PAMATICK HEL, ACHA REBATE 
は し , そ の 研究 を 開始 し た が , BROWN OIE IC eB Le, ERED 
BENE BET 3 7eH, 現場 の 調査 を 委 い だ が , 地形 と 積 霊 の 闘 係 上 , 6 月 上 
4) まで 不可 能 で あつ た 。 


1) 渡邊 高 次 郎 , 本 誌 4 ( 昭 5) 222. 

2) J. Murdoch, Micr. Determ. Opaque Miner. New York 1916, 96. 

3) JER BRM, AE, 23 (44 15), 263; 24 (本 15), 83. 

4) CORD CHR RO “ALR ER A” IC BD SC (ALR 
ik, $28, 227 A) に 接し た と が, KO “REALS Bme—Y rt bePanvr4 
b A(t Sa Si CHRBPOES 
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(5 ANCHE) , SAS Crh EBB B Gc IC BEL, FEB 
BRL SiO HR, HO A LE ILA ERAS BIC ARE Ya 4b LB 
0, COMBA EUED SN CHSTE ESD , Sek A 
BASF ale BAER ICY HA PERM AEN CHOSZTELMO 
Feo XC OWNS, AH LYHRA PILGEICRBICH Tz 個所 も 知ら れ て 居り , そ を の 
研究 の 興味 は 邊 減 し た が , 竹内 博士 の X 線 的 研究 は , 営 時 或 る 程度 進行 し , 
42 /\ ee “pink enargite” co ee ee 
0, LAaEMEOMIBUDSLIC ETS 黒色 柱状 の 普通 の ェ エナ テージ ィ ャ イ 
ト は 異な る こと が 明らか に せら れ て ゐ ね た か ら , MMR LHRMOKH, と の 

究 を 依然 進行 する こと し, それ に は ル ジ ゾ ジ ナ イィ イト の 原産 地 , マン カヤ ン 産 
DPN & DO LR MHL L7ee 

LAZICSHB MICE, FIM FEMUR 2 , PEA BIS UME ICD § 
SF FAVRE 4 PEE BM, これ を 筆者 に 分 興 せ らち られ, 研究 上 
往 大 の 便宜 を 興 へ られ た 。 その うち 前 者 は 黒色 柱状 の 結晶 と , HL AH 
蜜 の 部 分 を 含み , 暗 紅 人 色 の 部 分 は その 物理 性 及び 定性 的 4 CARR ORR, 
Weisbach Femsee CHtdit LJeom VFA bICHEDVS も の と 信 ぜ られ た 。 
島 っ て 前 記 の 北越 , 金 払 雨 礁 山 産 の も の と 比較 の た めこ と これら X の 線 的 研究 
を て 試み る こと ぃ し た な た 。 

それ ら の 結果 は 竹内 博士 に た よ つ て 別に 絆 表せ られ る が , ORME HH 

すれ ば , KKOUW) CHS, 
or Abbe, SMG, wv Hy REI OMNI, TOBA X MGIC 
BCHIC—EL, LG, ARAL Y OS, (EBAY ROT REN IC 
SHO et PERM ON eEMEEMMO X MBB &—-KL 
Frebold 氏 の 調 は ゆる エナ ー ジ ィ ャ イト 式 條 絞 と も 一 致す る 
2 ALR, eA, wv OV, FREAK BUEMKO PIL, その 
X MBBIcCHCHIC—RT SMB, モエ ナー ジィ ャ イト と は 一 致 せ ず , HOT 


1) FEAL, TRA, Ae, 19 ( 昭 13), 253. 


本 54(10) BARD RK BS is xg, 60 


Frebold 氏 り の フラ ファッ マチ ナイ ィ イト 式 條 絞 と 一 致す る 。 

と れ に よう つて , 後者 が その 結語 構造 和 盾 〒 デ ナー ジマ イオ PLARKD, MOT 
ラテ ラマ チチ 狼 下 ど 一 致す る を 知 つ た きき きじ か や そ の らら 少く“ BAGBHELO 
bold, EOS Rb CuAsS, HLL, BMA, FH, evr avy os 
の を また SHICSL< As CZLH7 2K, VM LOTMSeN7Z, 

従 つ て , CusAsS, な る 物質 中 , 普通 の エナ ー ジ ャ イト の 外 に , な ほ 他 の 結 
品 構造 の も の が ある と と が 確 軒 と な り , し か も それ が , その 物理 性 及び X 線 
的 構造 上 , Weisbach phe Cr Y +4 PES Y VOGEL HAT Y 
Y BPE ARAL(EIC ET ZOTCHSPrG, TCHENXYI4APLEMTAZO 
(LRRD CHHEOTL ATS, 

と の 結果 は , ファ マヂ ナイ ィ イト 式 構 造 の も の は 全部 CugSbS。』 に 富む も の な 
り と 主張 する Harcourt Ke? の 論 を 番 定 し , ま た こと の 構造 の なみ を以て , 直 ち 
に ファ マチ ナイ トト と 認め , ル ジ ナ イト の 存在 を 徐 定 する Frebold 3 の 短 見 
を も 明らか に し , CusAsS。 に 二 形 あり と する Weisbach * 及び Schn- 
eiderhéhn-Ramdohr pik) の 見 解 を 支持 する 。 従 つ て , SRS Liebe 
礁 な る 謀 名 を 用 ふる と せ ば , CHE MC HULSE (enargite), Aa MeMSPS 
(luzonite) と 遍 別 し , その 混同 を 防ぐ を 便 と する 。 

TAL6 OFF RO BBL, 東京 帝 大 汐 田 弘 貞 氏 が 既に その 獲 自 の 研究 に よ 
つて 到達 せら れ た た 結論 と 一 致す る も の 如く で ある が が , 氏 の 論文 は 未だ 久 
表せ られ ぬ た め , と これ と 充分 比較 じ 難 く , た ヾ その 大 要 を 私 信 E ょ つて 知 つ 
た さけ で ある 。 それ に ょ よれ ば , 氏 は 既に 昭和 16 4E SAL BHR ANE eX 
的 に 研究 し て ェ ナ ー ジ ャ イト と 異な る を 知り , サチ ゴルト ま 次 は フラ テマ チ ナ 
イト と 認 む べき を 論じ , その後 Sb に 逐 し き を 確か め , ル ん ジ ナ ティト と 認定 せ 


. Freld, N. Jahrb. Min. 56 A (1927), 316. 
. Harcourt Bij fH, 

. Frebold, 前 出 。 

. Weisbach, 前 出 。 

H. Schneiderhoéhn, P. Ramdohr, 前 出 。 
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BITCH, 筆者 は か る 事 質 を 知ら ず , その 研究 を 進め た 後に とれ を 知 
OT, その 結論 の 同一 な る に 意 を 強 う し , WRORMOBRBEHOTINE 
公表 せ む と し た が , 氏 の 論 六 は その 濾 表 の 形式 上 , な ほ 時 日 を 要する を 知 
り , RORMMO FICTNe BRI ZOCHS, ML OM, KHVCIIOT 

BRE bSZNzEM ROR L LRO 7H CH ), 北越 産 礁 物 を ル ジ チ ティ 
ト と 確認 し , 本 邦 に 於 ける 本 碗 物 の 存在 を 始め て 明らか に せら れ た の は , 同 
氏 の 業績 で あり , 筆者 等 は 単に その 後 の 狗 立 の 研究 に より, 同一 の 結論 に 達 
し た に 過ぎ ぬ の で ある 。 

手箱 産 カ ヴ ナ ィ イト も また 既に 渡邊 武男 博士 の 確か め ら れ た と ろ で , Emr 
IC BEC LRT PAR UL LC, 別に 同氏 の 報 文 を 掲載 する とこ と いす る 。 

{AL ZAU BITTY % BORER % BEL, Ae tc JERE, EEC, RBA 
FTES PRO MMEET SIC FR, CMS ICM CAE ILAROW 
究 進 行 中 で あつ て , 追 つ て 琵 表 せら れる 由 で ある 。 2 

TE VAPGANT EMULE, CO XPM AES IAIL PUM AO STATED % DO 
LEC RL, LA bEAOBRIC LUE, APEDIL RAE IC IES CHS 
Db, 26 ( EGMRICKR L, Lah aisle ¢ AER, PORE EES. © Jat BE 
列 を 有 有 する も の で あら 3 う 。 : 

因 記 化 皿 成分 上 , Cu,AsS, に 類する Sulvanite Cu,VS, 4, 従来 テナー 
ジャ イト と 同様 , Mode Hees 1 7eHS Pauling, Hultgren pW” o 
X 線 研究 に よ ょ れ ば , SHAS CHS 0, し か も Frebold KP に ょ れ ば , TORE 
造 は ファ マチ チイ と 異な りり 従う つて また 筆者 等 の ル ジ ナ イト と も 違 つ て カ ゐ 
2 | 

4 dtwRORE 
JLBORE PRIA GRENA TH OIC WCE) 26 FFICTA BE AT SK SEL 


1) C.Hintze, Mineralogie 1904, 1184. 
2) L. Pauling, R. Hultgren, Zeits. Krist. 84 (1933) 204. 
3) G.Frebold, N. Jahrb. Min. 56 A (1927) 316. 
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gk (Sumondaké) の 北側 敷 個 所 た 散在 し , 古く は 硫黄 礁 麻 と し て 知ら れ , 近 
( (SEHR, SIS STR E LC, SFE ORS ICTS. 目下 事務 記 を 同 
EPH CEDAR Tay 2-28 (Yosi-ga-hira) OMICS, 信越 本 線 東 三條 
BEd bE, VRE CAMERAS S, と この間 八木 まで BHAT 
INOPEICUBO CHAE RCH 22, それ より 字 門 川 の 峡谷 に [ROTH 
15 FEL, NR HTC A TS. 

右 の うち , HEED AA SHA a, 砂岩 等 の 累 層 か ら 成 る 丘陵 で あぁ る 
OS, 八木 附近 に は 石英 安山岩 の 志 出 あり , Sh O6 IEE L LU CHEB 
岩 の 山 地 で あつ て , 事務 所 附近 の 谷底 も また こと れ か ら 成 る り が , その 南方 は 
FYI ORIFICE < BILAL, その 上 部 に は 更に 安山岩 質 の 燈 岩 を 見 
S_. TO KUNE, WK 1538 KO [AGE KU CH SAS, その 南北 雨 側 は , それ ぞ 
AUB K ike ie LICE OD SALMO POU, MFP VRS Bila Fi & 
PSL L, AK 6 HF ICES B—- KEG NF FARE IML, HICH 
いて ゐる 。 COMREILELIC HT 7x 0 ICHIBTE BAL, た で その 上 部 の 安山岩 の 
部 分 だ け , 一 大 馬 跡 形 環 壁 を 成 し て ゐる 。 上 且つ その 西 欠 北 端 部 は , 北 に 向 つ 
て 一 大 地 近 の 跡 を 示し , 上 下敷 段 の 複雑 な 起伏 面 が , それ ぞ れ 弧 其 の 絶壁 の 
FICHAS D AICS EZ CHS (FSAI), 

TRO MBIL TC ORRBLK OAL, WERIL € 1000 KOR ICH SAS, 一 部 は 
LICE ORE FOTKMBEO IK, HK 700~800 K の 位置 に あり , 更に 一 部 
(XK REO PE SEAS, WIZIC LOT BAM OBO HEB, WER 750 Ri 
後 の 部 分 に あり , これ を それ ぞ れ 硫黄 の 澤 . 紫 澤 , —OPMEK L HEL, 一 の 澤 
は 事務 所 の 南方 尋 そ ェ 料 御 の 山上 , 柴 澤 は 事務 所 の 南東 約 4 粧 の 守 門 峡 側 , 
POMS CONG LIC CP ORMT AD AREICHE TS, TC OSH 
OUTED 6 SLC, WOM TMA IC % WO PER ASHES 1S, 

COF DUDES ZL OM, MROMEOMKRCHOT, 筆者 の 踏査 営 時 
(CRS Clk, RISB FN CHAO AEB RDO, それから 運ば 


1) XO—MBALAL BEL, — Bikey bt PEL CHC BS, 
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ALCP TE SL S IC, — HB IS HH OLAS EY (5 IC IRL Fe WE OD SPB, Hh 
ORBDLS BO PR Xe WEY L, WERDER ES IC BE L, IFRIC (ABER OBE 
を る も 混 へ , FS CRROMAL UCHH+ EN LOTAS, OI, MEIC 


第 = @ 


dé 2 ORR Ftp ll 


産出 の 位置 か ら 見 て , HRILAe LO. LARGO LOCH S, L 
DBC TALEKGE CBA SAUL NRC OMLO 5 DIC, TEX ERK 
NOB tS, FOBT & AGE ICE TUE, 後記 の ル ジ ナ イト  、 
CH ) HICAMROLAIC EL) COMB b BAe oN, (RABI) 稀 
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ICI CALICO HM BETO, HHL ICES % 0 

EMRO LAMBS 7ek < CHICML, ABIL ce EE 1b Bea MARE Le 

FWA O— EBSD IC, FREI, 2 YP HA PEL TREL Ze QO, CHICZ RO 
BMA (RRO, &7e—-MICASROMBEFOTHS, 但し 往々 微量 の 
PURIST RO GSES FEO, その 産 其 及び 性 質 に 於 て , 一 方 に 於 て は 前 記 硫 
OHO MAILE FSR ICAL L, (ho —G Clk TRICE ST Sp 

PRO Fibs EER TC, CE ~ (ARR: & af O*, Ae. RUE, 2 P74 Ob 
OAR Ie FLED SGARTS BRR OMIT, FEX SRO Mi eA OL, と 
ALIC TREE TE / VS OBL ANEE, AEM NA ENKROMAGHBEE & FRI, EX 
S BEETS EI HERO RI De 4 b ORGEEKO HAE AL, BIC TEX SE 
IL6 EAMICOREL T, BIAOKS EMO MAE FL, COMB LENG 
fabs MN Se 

— OPENER E To CMICMT SBS, T\ CHEBOEMBOMHE それ ら 
の 間 の まだ 充分 に BUH SALI£ Oo KWARAG 成 つ て 居り , そ の 一 部 分 が ほ で 
AE AIRC, 自 色 粘 士 化し た 部 分 に , ADS ROVER SA, RCIA 
BRITE L TIS. TALE OPED AINE, MLD THRO FAKE , HEME 
及び ル ジ ナ ィ イト の 集合 か ら 成 り , そ の うち ル ジ ゾ ジテ ナ ィ イト に CU BE ICH 

ARG E AL, GY 25% の 外 , 24H /KS, 銀 700 K/ML Shc HS, 
THLE OPMMORS % OIL, 白色 粘 士 化 安山岩 に 移 化す る が , 一 部 は 魔 か れ 
た 表面 を 以 て , APPLIC DNS, CHICA MORE BOI 
岩 塊 の 交代 に ょ る が , ま た 恐らく は こと DBICIROT, LF OME Di 
た 結果 で あつ て , BUCHREO LOA, —AMMICK SB MICH HH eH 
ね , 上 且つ その 部 分 全角 と し て , SDHM L7CMBICHSO CHS, CORI 
LEAK PORS 0, IC IA う 等 に 酷似 する 。 £7e0RE 


1) HM, 地質 22 (ATE 4), 1, 55, 109, 135; BIBRA, AM, 51 (0B 10); & 
HAL, AM, 51 (Wa 10), 613; BE BARB, AGE 23 (昭和 15) 263, PeMIEZ Hee 
48 ( 昭 11) 164, 205, 279. 

2) 市 村 毅 , SWE 24 (大 正 6) 416; 村山 覧 一 7 高 5000 分 一 横手 岡 幅 地 臣 廃 明 書 
( 昭 12). 
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DART TC, CO RIC AA, P-L 4b, RBM ORE LY 見, 
FNC BARE PPIs EC, SIAR CREO — ABI k CMTS, 

bs CON AHO — WILE OMENS 1, LIRA ARBBIC E 
BL, Re CA HAW ICHEK ET SUE ARE OMR RZ. BS 


共に 理化 或 は 粘土 化 岩石 の 一 部 分 を , 不 規則 に 変 代 し た も の で あり , 共に 多 


BORMALCMALTS. fev BU GINS, NRSMEL ELT SICRL, 
APHRIL SF -H Ly FA bROWY HHA b, BOS BEEN ELL, これ に 
BSc (PES BC, BOL ) AGICHSMAMRICMITS, 但し と これら る ゃ 
FAVE TNC HOME Ck Te ¢ , 例 へ ば 安部 城 , 奥戸 , 花岡 , 眞 玉 (GERI Eo 
£3) SC, BM RiCe + -V et PERT SLI, HICH Leib TH 
り , 北 海道 の 洞爺 り 等 で は , PRP ICHER LETS, BS Ix ROB 
は , その 成分 上 金 瓜 右 式 雇 ボボ と 極め て 密接 な る 闘 係 を 有 し , ASR IE E OSE 
INAH IC IAT 6 LIC, 硫 無 孔 質 硫黄 確 麻 と の 類 終 を も 示し て ゐる 。 

CT OBILAR OB OHS UWA TC, ATRIEE OMI LEW doi 
KWORRAAN ICEL, FROMMER FPO, その 少く と る も 一 部 分 は , 

PRILAEMN CH ZH S7TLRORY, D6 OMS BALE, 或 る - 
FED BEL ERORR (C ILE CH SAS, GAPRPARIC A EO PAE DT HCH YO, (HE 
か に 大 分 懸 赤 根 , HAAS (FEO ILE) OMIDEPRDS, MAF OAK LU © 2k aie tc WIC ie 
L, これ に 類する 成因 を 嘩 示す る の が 極め て 著 る し ゅ い だ け で , し か も ゃ こと れ ま 


た 木下 答 城 氏 タ に ょ れ ば , SRO PMN , 硫化 鐵 春 を 主 成分 と し, Bia 


Ae OPES, その 碗 成分 に 於 て も 北越 礁 床 に 酷似 する 。 特に その 
5 ち 眞 金 春 床 の 場合 に は , 黄 鐵 忠 の 代 IC ETAL, PUREE E D Ic RRA 
聖 鉛 確 を 件 な ひ , その 成 生 が 酸性 , RMA IC EBT eRLTD BoD 
ARO MEME ECAESN I, SEDO Fe IC BEF % DRIES } , 既に 知ら れ た 所 


1) JER MIHS, AES (昭和 5) 115; I, HRS (MATS); AR FH, ALM GELL 10 


(14), 


2) AP MER, BOBO (昭和 15). 


~ 


* 
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CHD), PM GMRD BC BEIM IVS. MICA ABER BT EE 
土 り と ょ れ ば , 明 か に 洪 債 世 後 の 噴出 岩 に 伴 な ふも の で あり , 7 O—BOM 
床 こ そ は 本 邦 諸 礁 床 中 或 る 種 の 硫黄 ・ 硫 化 鐵 確 床 を 除い て , 最も 新 ら し い 
も ゃ も の で あり , 地表 或 は 地下 比較 的 漢 い 部 分 の 成 生物 と 認め ちら れる 。 COR 
有 物 成 分 の 類似 も , 一 に は その 成因 上 の 類似 に 某 づ くも の で あら う 。 

因 に 現在 の 硫 団 孔 で も , 硫化 鐵 は 勿論 , 硫 化 克 素 を 生じ ヒ じつは あぁ ある 例 は 稀 で 
な く , 北 海道 恵山 や 青森 双 恐 山 や 等 に その 例 を 見 , 今後 調査 の 如何 に ょ つて 
は , エ ナー ジィ ャ イト, ル ジ ナ イト 等 の 見 も 期待 され る 。 

5 北越 太 山 産 ル ゾ ナイ ト 

AVEWILAPEROIR DG ERS C, HHO, BE, —OEOMNIcCK 
て も 産 し , 炊 の 種々 な る 産 其 を 有する 。 

(I) 母 岩 の 理 化 部 と 認め られ る 部 分 に , 石 英 の 微粒 と 共に 集合 し , 暗 紫紺 
PROM E ML TCHT SF, 

(2) CHIC SRORBMEE REO, Mic te OWE Ee SHEA HC AE 
SIRT) BIRO MUG ER LTT Be | 
、(3) RIC IL ABE, BEE D LEAH IC ALE B | IC, BESTE TE TBS 
hin & FEC, ABA REAKIC GEL, 往々 結晶 面 を 示す 。 

(4) 時 に は 硫黄 と 共に 存 し , 不 規則 粒 其 の 集合 を 成 し て , 硫 黄 の 中 に 包 園 
され , CHIC * BEATERS He (SI COLE PIS EC, 硫化 孔 質 硫黄 
BEICIT S (AEX TH) 

と の うち 少く と も (I) 及び (2) は , ARO MMO I&AM CHOT, (3) 
は その 後 の 産物 に か ぇ り , 炊 で それ ら の 唱 洞 内 に は ェ エナ ー ジ ャ イト , 最後 に 
重 品 石 を 生じ , 部 分 に よ つ て それ ら の 代り に 硫 座 或 は 白色 粘 士 の 成 生 を 見 
THB, 

と の うち 前 記 (r+) OME WN & LCBO CLES 3 IC, Hix CBee 


1) WARY, kil, 4 (8B 131,13. 
2) FEB BAB, AWEE,10 (昭和 B) , 292. 
3) 渡邊 高 次 郎 , HER, 本 誌 ,4 ( 昭 5),28. » 
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Tee a LE SER MET D7 7 4b D BE AY EK 
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aS 3 
の 石英 と , eile 充 た す 人 金属 礁 物 か ら 成 り , 後 者 は その 面 を 研磨 し て , 
反射 題 徴 鏡 下 に 客 穴 すれ ば (第 参 周 参照 ), 主 と し て ルビ ナチ ナ ィ イト の 集合 と , 多 


SDR GNIE Ds B EY , ack ene ld, 
反射 多 色 性 は 少な い が , BG oe Rt, BPBAEOMASRE 
L, と れ を 明か に する 場合 あり , WR=322 F CUIES TH BRST, 次 
Be 5 GSR Bak TS IC EOE BE, HASSLE BAIT T SI, Ee MD» 
SMICSMUC RR ICE ORE BIC bl, BMA tHHO ONS LOM 
Bia, TILGH OBC YR SchneiderhGhn-Ramdobr WY Mzikt Zn Y 
FA REEL, FICE OMIA AGL, ROSATO BS Leet Lb 
で 掲げ た と ご さろ で ある 。 
ASEICLI ST S RMI 
FINO; (1:1) ZEA CHET SAS, HK CRMEDIRIE TH SB, 
HCl (1:1) 同上 , 拭 へ ば 浅 漁 
KCN (20%) 容易 に 犯さ れ て 褐色 乃至 黒色 と な り , 方 向 に ょ つて 
その 程度 を 異 に する た め , 内 部 構造 を 明か に する 。 
KOH (fta#t) FeCl, (20%) {tizb. 
HgCl。 (20%) #0 CHRIBICE D (4 ESHELF SAS, REBIEAE 
CALE OBC Farnham K? の ェ ナ テナー ジャ イド に る ゃ 一 致す る ろ る が) レジ 
チ ナイト と る も 遍 別 が 出來 ぬ 。 
その 粉末 を 春 酸 中 に 明 あ れ ば , 硫黄 を 分 離し , その 溶液 に 強 ア ン モ = ヤ 水 
を 加 へ れ ば , MICHAEL ATS, 茜 性 加里 の 飽和 液 で は 濃 礼 色 の 液 
を 生じ , HEAR CMIC MAM IL EO EO MIRE EL, Bic Re Mn 
ば , BORED KRLES, E7ICHREPAPH CATH, BOMERHLO. 
爆散 し て 融け , ARHIC RE TEES, TALICHE ( ROHS EAF SZ, TI 
LMPAZIVEL ENE NA RORRAL KO, MR ARRICHS L, BRAY 


1) H.Schueiderhohn, P. Ramdohr, Erzmikroskopie, II, 1931, 469. 
2) C.M. Farnham, Determ. Opaque Miner. 1931, 62, 87, (8 し 同氏 は Lnzonite 
D {Es eor % CugAsoSg と 訪 し て ゐる 。 
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性 理 達 液 に 溶け , その 溶液 に 葉酸 を 加 へ れ ば , PSC OMIM HEL, AsyS, 
な る を 明か に する 。 こと これら すべ て の 反 應 に 於 て も , CNA ZF -L 4 
b Lf AIASOD VV, 

と れ を 純粋 に 集め る とこ と は 容易 で な い の で , 先 づ その 特に Zhe 
微 鏡 下 に 観察 し , ATED E AED IIT IL, 黄 鐵 奏 を 存する だ け の 部 分 を 選 
O SEB eA L Caprice bre. FORMS 

Cu 16.39, Fe2.92, As 6.22, Sb none $15.39 Ai 59°11 ZF 100.03 
G, Cu, Fe, As, S AF HicChR Tne, 

Cu258, Fe52, As 83, S 480, 
と な り , BAGS 6 IL, CO Fe を 全部 黄 鐵 確 の も の と せ ば , こ 
MICK ISS は 104 原子 と な り , 残り の 硫黄 376 原子 を , Cu 及び Aso 
SLICE MO VOLE, 
Cos As? S = 258 : 8373704. 22092 > 4:53 
と な り , Cu,AsS, ICH LUCHA PS RORRO RAE HL, t LA Farnham 
氏 り の 記し た ル ど ゾ ど ナ ィ イト の 組成 CusgAsgS。 に 一 致す る が , と の 程度 の 相違 は 
HEA BPH Let Pb ELTHHO SN LOS SMH PICLHMOTLT, 
Rammelsberg Fe” 及び Guillemain 氏 や の 如き は , FGROrH-L x4 
ト の 分 析 結 果 か ら , CusAsS』 の 外 , CuzAsS, な る 式 を も 主張 し た 程 で , 
本 雇 物 が 化 幡 的 に は モミ ナー ジ ヤ イ ト と 同一 な り と 論ずる 上 の 支障 に は な ら 
Wo | 

ーー しかしながら , ICS RE Biel), HALLO HEI LZ AMEMO 
AXMBE I, Wie me e-Lyr4 be Re, HOT Frebold ie” DIsr 
アマ チチ ティ イト に 一 致す る 。 CHAAMAMME RT —U x4 | eR 
で ファ マチ ナイ ィ ト と 類 質 類 像 な り と し , Weisbach の 始め て 記し た 意味 の 


1) C.M.Farham, Determ. Opaque Miner. 1931, 87. 
2) C.M.Rammelsberg, 前 出 。 

3) C.Guillemain 前 出 。 

4) G.Frebold, pitt, 

5) A. Weisbach 前 出 。 
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ル ジ ソチ イィ イト と 認め る 所 以 で ある 。 
6 人 金 反 石 産 ル ゾ ナ イド 

4> MAGUS LURE “pink enargite” に 闘 す る 筆者 の 記事 , 並 に それ が ル ジ ナ 
Ages と 認め ら る きき ei は Ee 記 選 た 泊り で ある 

AMEND SPAT IC HET LIRICA Ba Ch ODS; 先 年 筆 考 り の 調査 営 
時 に 特に 多量 に 産 し た の は , REA =WR Cha S BBE, ASCH EPR 
Ss ne ees 特殊 の 砂岩 の 層 理 に 浩 つ て , と 
WE KN AE RO EE CL, 金 を 件 な ふせ る の で , em) NIO°E, 傾 
BL 42°E, 延長 最大 600 米 , 上 下 400 米 に 達し , ASL FO Fas Ex 角 
PEEL, COMIRIC Hh, EWES O ie xe SLS. UY FA PERL RO 
は 筆者 の 調査 営 時 最も FERICR L7ebbtas= PR, WU SIRKILS 140 Ko 
部 分 で , Hts HOWT AA C, TREE OD IE IMB a DES ERIC BEY 
し , その 表面 所 を に, SMOKER LT, ル ゾ ナチ ナ ィ イト の 集合 が 着 生 し , 
時 に は それ ら が 六 茶 次 に , MAM ORM AIDE RATS (第 四 賠 参照 )。 i 
ef COMO HICH MAOPME RMD, 時 に は それ ら が 大 き な 板 次 の 
結晶 を 成 し , ル ジ ナ イト の 集合 を 費 ぬ いて , FEB ICI ICRU, A > 
ィ イト の 一 部 は それ ら の 表面 を も 被 つ て ゐる 。 特に 興味 を 感ずる の は , TO 
種 の み ゾ ナイ トト の 集合 中 , | テナー ジッ ャ け イ ト の 黒色 柱状 の 結 he AU Aw 
SZLr&S, BICEN60O2=F—-LY x4 TWRRLTC, ENMEBARUY FT 4 
b OUP HIT, ONE を 残す 場合 の ある と と で あつ て , と れ は 或 る 種 の 
溶液 が , テナー ジャ イト を 深 解 し , し か も ル ジ ナ イト を 溶解 し な いと と を 示 
す も の で , TALS RO PMO KAICH TC, 大 な る 未 吹 を 興 へ て ゐる 。 

章 出 向 座 麻 は 長 仁 礁 床 の 南 方 に 営 り , TALE Pe ORM LARO—EBIC, H 
CURE 7c HEE, Hn, 特に 明科 石 の 多量 に 生じ た 部 分 で ある が , 
で る も 一 部 は 角 春 化し , BHR OBR & RO CHB OHNE EL, SE OF 
面 に 重 品 右 の 薄板 を 見 , その 間際 の 黄 鐵 確 の 表面 に , ル ジ チ ナイ ィ イト の 荷 痴 其 集 


1) PEBRMAUL, 本 誌 , 84 (昭和 15) , 83. 


roe sd 
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. IK Bie YO bO TEAR 
TEER layed bh p Raa b 重 品 石 e ェ ナ ー ジ ヤ ャ イト eMERE 
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合 を 見 る 場合 が ある 。 

CN CHMIE, BS ZoOlt, COMONY FI 4 TORN, WARE OG 
THK TRELR IC BEILA T BS BS, 時 に は 何等 分 解 の 跡 な く , A BEEEFLEE AIC HIE 
れる 場合 ある と と で , 本 礁 物 が 酸化 辛 に 於 て も な ほ 比 較 的 容 定 な と と を 示 
OE 

すべ て こと これら の ル ど ゾ ナ ィ イト も, 秦 酸 に 深 け て 硫黄 を 分 離し , そ の 溶液 は アプ 
A cea ee RL CRO, Ame 

Tf KONA D AED & AEF SAS, P2ZMEEMEMS 及び As.Sz 
Lie する の み で , Sb2S。 固有 の 赤 礼 色 に 逐 し く , 
LAAN ICH TH, X 線 的 吟味 に 於 て も , 前 に 記し た ル ジ チ ナチ ィ イト 
に 一 致す る 。 {ALALROLOLEHOT, MAOH, 多少 の アン チ モ =ー を 含 
むむ が 如く , TAVICHE TIL BBA+ A POT HCH Sb, IO TH MICHHS 
Tie Dia 

“7 kM SB 

DEAGE 4S PERE VY A ト の 産 其 を 見 る に , 常 に 石英 , Ta, 
Zt-LV4 bRORBUBLIEEO, ICS ROMRLEICHEMH TS, 

ee eee る め ら みれ , 且つ 硫黄 を 件 な ふと と , 球状 万 

ATK を 成す と & MEd b PB LT, EG ¢ BUSSE ¢ ICHAT, 比較 的 低 

OVEN BAL YO & Bw られ る 。 

ニブ ジイ と の レジ びと は は 将 2 と 深作 な なつ GD 
ィ イト の 表面 を ん ジ ゾ ナ イト で 被 ふ 場合 も あれ ば , ル ジ ナ イト 石英 等 の 集合 の 
表面 に , モエ ナー ジャ イト の 著 生 する 場合 も あり , 時 に は エチ テー ジャイ トト だが 溶 
WC, これ を 被 う た を ル ん ジテ ィ イト の 残 つ た 例 が あり , ME 
Vd, MEP UE TS, その 一 方 が 安定 で , 李 の 一 方 が 不安 る 場合 の 
ある と と が 明か で ある 。 

ル ジ ナ イト は 稀 に 新 鯉 な ま ゝ 球 孔 利 右 に 被 は れ , [RIO FRE REY AS URIT EY 
LUSKERCLEARLTHAZ, ZFAH-UV4 PARE CRE ZAG, 
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その 虚 優 像 を 残す 場合 が 少く な い 。 

然 ら ちら ば いか な る 溶液 に 詩 し て , いか な る 温度 で それ ら 爾 者 が 容 定 で ある 
Dit, 目下 交 験 中 で ある 。 若 し その 結果 が 処 明 すれ ば , THE MBAS 
る 條 件 の 下 に 生ずる か で で, 一層 明 か に な る こと と 信ずる 。 


本 研究 に 要 し た 試料 の 一 部 分 は , 北越 玉山 及び 金 反 斑 山 に た 於 て , SEB PRE 
た も ゃ の で ある が , また 全部 分 は 沼田 辛 一 郎 氏 の 控 集 し た も の で ある 。 と こと に 同 兵 
に 謝 す る と 共に , 筆者 の 冥 地 調 査 に 際 し て 多大 の 便宜 を 興 へ ちら れ た る 北 蔵 斑 山 主 
SHR-K, ARWRAMRER, 調査 常時 の 金 反 右 斑 山 長 三 毛 菊次郎 兵 , HIER 
FARK, 同 地質 係長 野 英 一 氏 , HSRoMMURAC RAL, RE RCHL TE 
特に 哀悼 の 念 を 新た する 。 

本 研究 の 比較 に 用 あぁ た ル ど ゲン 島 マ ンカ ヤン 産 及 び 北 海道 手 移 斑 山 産 残 石 は , > 
FBS ROW.) , ARIA IC LM eZRRSRREBIOK, #B 
田 弘 上 員 , HEAKEBR ERASED CHKERBORMIKM*ZORKERS LES 
と さま に 3 民 に 銘 謝 する 。 

SET ABERIS, REO X 線 分 析 に ょ うり , ILRI RIATOULEBSHIC EO 
て , 筆 者 の 研究 に 貴重 な る 基礎 を 興 ・ ち られ た 。 こ と こと に 爾 兵 に 深謝 する 。 


OT 


~ 


本 研究 に 要 し た 電 用 の 一 部 分 は , RAPA IRL LC RRC RM be 
も ゃ の で ある 。 CCMA CHRERT S, 


北越 , SOAMB WILT HI FOX RARE 


X-ray studies on luzonite from the 
Hoku-etu and the Kinkaseki mines 


s wet A AY Re fe (I. Takéuti) 


ABSTRACT A dark reddish mineral from the Hoku-etu mine, which has 
the same composition as enargite, has been studied by the X-ray powder 
method. It shows the same X-ray pattern as that of the reddish copper- 
arsenosulphates from the Mancayan mine, Luzon I., to which the name 
luzonite was first given by Weisbach. These patterns evidently differ from 
that of well defined enargite from Kinkaseki. The dimorphism of Cu,AsS, 
is thus ascertained and the reddish mineral is to be called luzonite. 
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Though the crystal system is, as yet, uncertain, the similarity of its X-ray 
pattern to those of zincblende and chalcopyrite, together with its anisotropic 
property, makes it most plausible that it belongs to tetragonal system, having ~ 
atomic arrangement of zincblende type. The same X-ray patterns have 
been obtained from similar minerals from the Kinkaseki and the Téiné mines. 
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tc) 言 

MIF EAD WRAROARFB ICRI BS EO PE IC HET Id, PEEK EBAY 
ICLOTHMICHUS MTHS. WMS AMEN 1874 4 Weisbach It?) ic k 
OTL Y BOTY AY Y HRA ICH THO EN, =F -V V4 
ト (Cu,AsS, #5) Ol) ARR GDL L CH 7elc ath SAV chy KL CEH 
JBM OVEDC  S2, FORO WG DK ’OB YW, 1905 年 
Moses 9 BUORMBE =F-L VA b EERO CIR, TORI 
PEICBEFIOFFT SOL SIM7e. | 

本 邦 に 於 て は , 昭和 5 年 (1930 年 ) PEREREAEBBGS 4) に ょ つて とれ に 該 
営 す る も の を 金太 石 礁 山 産 確 石 中 か ら 記 載せ られ た が , 堂 時 な ほ ル Y vO 
DIRE LEDS HELIL CT BV, HHS lk Murdoch 氏 り に 従 ひ , と これ を “pink- 
enargite’ と 記し , FHBOR GERD 40 BIS lao “white enargite” と 
Faull Fe SGC, © Y PRO FEI IC HEB 7, 

し か る に 其 後 Frebold ぷぷ , de Jong ”, Harcourt ®, Schneiderhohn- 


1) PER BES: 4,30, 5273. 昭 18. 

2) Weisbach, A.: Tscherm. Mitt., 257~258, 1874. 

3) Mose, A. J.: Am. Jour: Séi:) 20, 277~—28he1905. 

4) FEB BRIS: AOR, 4, 222~225, 昭 5. 

5) Murdoch, J.: Micro. Determ. Opaque Min., 96, 1916. 

6) Frebold, G.: Neu. Jahrb. Min., 56A, 316, 1927. 

7) de Jong, W.F.: Zeit. Krist., 68, 522~530, 1928; 78, 176~180, 1930. 
8) Harcourt, G.A.; Am. Min., 22, 517~525, 1937. 
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Ramdohr) om RAR Yr 4 boa X MARIE REE, 4 OVI EBLO 
テナー ジ ヤ イ ト , ファ マチ ナイ HICH SA RICK, 種々 の 議論 答 が 錯 線 
を 極め た 。 偶々 渡邊 高 次 郎 教 授 は , BHAA, 北海 道 手稿 礁 山 , ル ジ 
ン 島 マン カヤ ン 硫 山 等 か ら と これ に 該 営 す る 試料 を 得 ち られ , aT SEEN 
有 物 と 共に , TAGS ERANICHAT SUBEE RE, その X 線 的 研究 を 筆者 に 
Bh Bav7e. 

V5 CBS IL TING OMRKAEIC OM TED X 線 穴 皿 を 撮影 し , 相互 に 比 
較 す る と 共に , エナ チー ジャ ヤ ャ イト の 粉末 X PBS L LL , 更に 所 調え ヅ チ ナ 
AD XPM AONE RAI. 本 報 文 に 於 て は その うる も 粉末 文 線 
福引 の 比較 論 の みかみ を 逃 べ る と と ょ し, X 線 窟 皿 よ り の 測定 並び に 計算 結果 
COW CIA ICA LICHMRITZCL ASS, 


ERIC HO PEEL CHEE MAMIE BY HE ENE LOT, KO 
各種 を 包括 する 。 

I. ESRF REIROSEI, TRUST ERR IRO > 
bap: 同 ACCU ・ 同上 

3. 新潟 懸 北越 叶 山 産 黒色 柱 欺 の 結晶 同性 

4. ta FEAL HA HSR—EBER & ) EERE 

RRB IC ArH D 4p 

5. JERE TENCE HEM OER —ap 
を 今 a fies 7 


6. FAY IE LBD Ye bey ay PLE EEROR AL 
Oe ele 


ea | Team ee ee 
. PRANS IE FEDRELL FESR OMI A P23 JME AR 
9. Sr OR CV ALIELL AEBS SE AA a oe 


1) Schneiderhéhn, H., Ramdohr, P.: Lehrb. Erzmikroskopie. 
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T NICH SAR ep Bb Ne EE BAME ICHAT 3 LEI, 
BHT HU TH BORE LH ROR @ & RA 5 7c BEG, 今井 
BE, ANEMIC し 謝意 を 表す る 。 

£ HA 法 

SRT CK X HHRIC LO CHO, X 線 源 に は 鐵 の 習 陰 極 を 有 す 
SPAZ IBS BIBER NO7e. Hip he Ekic Ae BBE 35 KV, 電 
流 は SMA EL, X 線 照 射 時 間 は 約 ? 時 間 で ある 。 DAP AUREHE 
に 於 て 本 樹 右 の 格子 恒 敷 等 の 研究 に 用 ひ て 居 た も の は 種々 の 寅 験 を 行 ふ 際 
TD BAD BOC, 高根 泊 授 が 新た に 設計 し て 作ら れ た 新型 を 用 ひ た 。 
KAS NACHE, 試料 を カメ ラ の 中 心 に 立て る 際 そ の セン タリ ング を 
容易 に 行 ふ と と の 出來 る 禁 置 を 有する と と , PARAL BSCS S 
PSH ICBME Ie ¢ MELB SRRIC LACT EMU AVY PARA ED ROMA CTE 
筆 0.4mm の 丸 形 と し 長 さ は 35mm と し た と と 等 で ある 。 叉 フイ ルム 
を 完全 に 周 竹 次 に し て , COME EAC, HL COP VICAR OME 
MET, LAVY b ULEAD Hels ic AS. 7 LICH L, ESP HBRE TSE LSE 
ERE CRBEL DZ. DF 5 DARE IE HEA OD も % の と 同様 30omm と し 
CHARICE LESTE S Lie, HK X ftw 2 7 OPMICRAL Cit, 
ICSEB AIC LD BRT AAI Y WD SAS, LPS RAHHK XM RO 
REDO HRDED & OIL 7 OM HA FICK VBL MHANRYLOLE 
へ られ る 。 

ASRLIC HS C lS AICHE L 7K X MBO LBS IC ILD, BER ya 
A ONG ME OIC Bt OEE IRE CHET AFNIC RH hICBET]ZCL LRM 
で , BM DA AICK DH UCB OA ERICH T AHEM ICH BTL 
る 9 

Ze 結果 
以上 の 方 法 に よ つ て 撮影 し た 結果 は HSH OWDCHS. Mm I 乃至 


1) ER, TE, AR: AWE, 28, 1~18, 昭 15. 


wm 77 a ew RM ご 文 pee eee 


II 


Til 


IV 


VI 


VII 


Ler-yrt br IVAVIL ん ダテ イト, VUII pymignme, IX aeene ( 何 
I~] ェ ナ ー ミ : 

; > 件 第 30 mm) bi se 
nr oe a lll v~y aryl, IV eee ecm 
Sela ey ney wR, VII Few, VILL PaeaeLL, 
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TIL te Abie, SMB ROSY oY OREO BES, 
EONDMAO b OLA: (CL DARA NIC, WL 
ic ) ACSUNIC LGRBHS ®) にょ り 結 品 構造 を 決定 せら れ , エナ ー ジ ヤ イ ィ 
ト と 確認 され た も の で ある 。 IV PH VII は 夫々 北越 , SMA, wv Hr, 
ン , FASE OMT BROMO ET, TO 5 DACRE 
WED % OLS ICAL BIC LO て 分 析 せ られ , CuzAsS, ICs * — 3K 
し , 人 金 必 石 の も の また Sb ICSLK CusAsS』 に 和 折 き こと を 確 め られ た も | 
の で ある 。VIII 及び IX ch LOG, Fa WML PPT SAR > BiH BNE 
HROL AMINO XMELEUNROTHS. 何れ も 同一 
DRFICLOCM—HAECHENKEBACHS, 

TPA OR LAR TILL, KROMBASIAYM 515. 

I. IEW v Hr YE HROR NIL, TO X MBC, + 
瓜 石 産 モ ナー ジ ヤ イ ト と 一 致す る 2。 

2. 北越 , MA, wv ey, PRIN EEL RRS RIOR A 
LEO XB RICH TC, HEME (id IC KIC FSA CH ICEL, 
Wik2r-O+4 FORMS AMAIcRR b,AVT Frebold 氏 が ファ マチ 
ナ ィ イト の X BUHL LTH Fe & OICHWTS. 

3. THEO RI LIL PO RSH RO WNMO X MBL FHL, この 
ROM dS, その 結 品 構造 上 これ 等 に 類 し , PMT RIE BTS 
と と を 示す 。 但し 渡 閥 高 次郎 致 授 に よれ ば , これ 等 は 光 妃 的 に 非 等 方 で あ 
Jib SHIH ELBOW, FS MOMMEL A, 等 軸 品 系 に 近い 正方 


1)、 渡邊 新 太 : BHR, 15, 61~73, 昭 11. 

2) MSAK: AOE, 10, 288~291, 昭 8. 

3) ARRAS 429%, 10, 277~284, 昭 8: 11, 13~26, WR 9; 18, 188-~192, 昭 12, 
4) EHKIC SY RFT RIS (1c MILF SLO s MM SC, OB Debye-Scherer 輪 
MPMI L RS RSG KAM ar -Y 4 bCHS CLIC SRC 
4§ RE CH So MPM KOM CARH M<S, RFrebold 兵 Hi) Oxy Ry 
ン 産 = ナー ジャ イ BR clea Meeting Sak): 
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MROLMCHE OY, THICHETIAMICAE LICH SZ, 

4. TNEOBRB=F+-2+4 FERSZOM, TOMLBRAOME, 
IC Sb の 存在 に た ょ る も の で は な い 。 こ を とれ は 北越 産 の も ひ の が , エナ ー ジ ネ ャ ヤ イ 
ト と 同様 に , CusAsS』 な る 組成 を 有する こと と で 明か で あり , Frebold Ras 
澤 に と の 種 の 條 絞 だ け で それ ら を 休部 ファ マチ チ ナイト と し , ル ジテ イト を 抹 
RLKOIULRMCH SZ, 

5. 以上 の 2 MOM X RB (GI ICR EOK RFK 4 
ト , 第 2 UCR EDEL IIA DEMS) EPIC Bez Od < 


第 a 園 


TILL 
> WIL 


CHZ, MoABE FeK OMRCH 2 FEHR 30mm の 場合 の Debye- 
Scherrer #RORAKE MT LOTCHAS (FeKa を 主 と す る も の で ある が , 
FeKB LV OR RLBVBSEN TCHS). MM AADICH ME RIC TS 
CLARK D OURICHB ENS, {ALICE D BDH Me RIC 
F 2%, Dyebe-Scherrer 線 間 の 距離 に は 僅か の 長短 が ある も の で ある 。 
SORT BET IA MICEN SB. FTAA KOS SNIE LD ORY RS EO 
frig ROREOR RICH CX PV IRL AK HE LTCH Se 
結 論 

DEBT SICH < E SARE EMAL Els, COLL KNCAHT= 
チー ジャ イィ イト と 一 致し 』 MAMEICRCONLRES. と れ を 同質 二 像 と 

認め る を 至 営 と し , し か も その 樺 造 及び 物理 性 に 於 て , Weisbach 氏 が 始め 


Luzonite 


Enargite 


1) REAM BLA Bit, 等 者 等 の 研究 と 濁 立 に , 北 濾 産 残 物 の X 線 的 及び 結 
品 形 態 上 の 研究 か ら 類 似 の 結論 に 港 し て 居 ら れる と 開く が , 末 だ 公表 られ て 居 な い 。 
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TLYAA PEL THMEL LIYE YY AY Y ANEWICLET Oo % Ol 
完全 に 一 致す る 。 故 に これ を ル ジ ナ イト の 名 を 以 て 記載 する の が 最も 安 管 
CHZLEABNS, SMART IC EC Ik, 未だ 完全 な 
SAH LMC DS, XMS, 物理 性 , HENNE REO ET SCL Mb, Cc 
ELIT VEMETS Ce AAMC. 

こと れ 等 の 礁 物 の 結 品 系 に 就 て は 来 だ 充分 明か で な い が , BLE 6M SHB 
園内 に 於 て は 正方 品 系 に 属し , PUM SOR HEEL BT SOLES 
BAUS, 


WES SICMVAMECESSRHEPRE DD, HOMREMs OM TLR 
We NAD AE VER MAME EMOMEKRL, EXRBDA 2 ON AEHS 
% GN Be GLP AIE AIC し 感謝 の 意 を 表す る 。 

AMIEL S ROBT S, RAN BAARRICKS, Cx CML CHE 
を 表す る 。 


ACHS FAC BMS S GRU SA RY) O FE aK 


Mode of occurrunce of minerals of the enargite 
group from the Teiné Mine, Hokkaidé. 


\ 
samt. je gt ge 和男 (T.Watanabe) 


ts 


Dil 


FRAME LALA IC RG 3H BES C, 最近 特に 閣 名 で ある が , Gi 
Me VIEL, B= OEE GTO MS FIC Mt LCR ANF 
あぁ る 。 ATRUOGRIL, PASSAIC SEG SEU LO AES EK HE 
0H CBU ELS 2 PRUNE SORES SSMOEIR ELT]. ULAEOVEMR 
は 一 般 に 石英 質 で ある が , Hibs, 方 解 石 等 を 性 ふも の も あり, Biiorr 
ル 磯 物 を 含有 する 事 あ り , 其 の 確 物 共 生 開 係 は 普通 の 漢 熱 水性 金銀 礁 脈 の 
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場合 と 多少 異 る 所 が ある 。 その た め 議 研究 者 の 注意 を 惹き , LICMRRO 
BEYIC AT S FBO ARATE SI CHS RS (CIRCE NS PR 
ANC HAS SRA EGFLME DORR, ZOMSN OER Ldkic, Mix 
DENK & SE Py AO FEM & SLC, 此 迄 に 全く 報告 され た 事 の 無 か つ た 
PEDO ESS < Teo, PHC AILITH oy THEN A LE FZ DAMES HE HE IE, 
SM GO AME EO—O-Ch DD, MEMO FEN CHIC RUA TNA 
$DCHSL 5, —TFPMLSINEKEE Is, 近年 本 邦 SAILOR bi x LB 
FLSNO 3H) , TD BNIIC EAA AIC SHUT HG 6B VEIN CH BF, 東大 
CILGE GIF MILE IC ED, POE FA CL PEE BB PALER EE, 
が 行 は れつ ゞ ある 由 で ある 。 

筆者 は 昭和 17 年 10 FRADE LEAT SEY FF Sa, HURRY 2 
AAR B IC LEBEN O Be IC TPE SRB ED, SCOPRIREREL 
< PZET SSDS HAC 7e, CIT ARIRICIT An TEAR IC AS 2 UES @ BR 
DZ IEWO ENE ICILAE BAR EL, 本 邦 TILE DEO IZED — 
資料 と し て 大 方 の 御 参考 に 供し た いと 思ふ 。 

本 研究 に 営 り , DRS SLAB ICES LAE ~ aOR Wik & Wi 7e FHS Be = 96 
氏 を 始め , PEWS 6 Lic Bt LIRIK SIRHOR ERTS, QUA 
時 同行 し , Bi DD & WO Fe PAAIC@ I 意 に 厚く 御 嘩 する 次 第 で あ 
"る 。 Leica Ve OWIstic H7e), 各地 の 費 重 な る 比較 試料 を 副 興 され 
種々 御 助 言 を 賜 つ た 東大 江田, PIFMIIRIC ES DIRE OEE RTS. 研 
究 中 費 重 な る 試料 を 恵 典 され 又 御 助言 を 慢 つ た 北大 原田 才 接 た 深謝 の 意 を 
表す る 。 

“pt Hk 22 WE He 

Hen oMMe ene & L Clk weit Se (Emargite, CusAsS,), 77+ +7 Hi 
(Famatinite, Cu,SbS,) RU» 7 » fg (Luzonite, CusAsS』) 箋 が 知ら れ 
て 局 る が , ILO ABARICRAS 2 rh Ba OR 見 は 未だ 完全 に 一 致し て 居 
Biv, 此 等 の うち 硫 現 銅 礁 は 比較 的 良 結 品 を 産出 する の で , HATS 
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れ て 居り , 叉 本 邦 に 於 いて も 古く か ら 金 瓜 石 , 花 岡 を その 他 敷 ヶ所 の 産地 が 知 
られ で 居る 。 BSI 7 ITH,  Y v PRIe EAMES MEIC EEL CREP AS 
く , 研 究 も 充分 進ん で 居 な い の で , IAF OREM Ol) 4 RO eee Bl 
の 問題 等 は 未だ 明か に され て 居 ら ぬ の で ある 。 殊 に 古い 記載 で は 写 の 爾 別 
DRE DICD RS SN CHERVOT, 相 堂 内容 に 於 いて 混 劉 を 起 し て 居 
る も の が 多い 。 

XX 線 的 研究 に よれ ば , ALLA RE Yn (CI WA DIC SI ASF ETE LC, 一 つ は 硫 
ALENT RO 7 TF FMEO-MAT LOC, 他 は ルッ マン 三 と 呼ば れ て 居る 
も の に 相 営 する 。 此 等 に 闘 し て も 上 記 の 二 型 と 従来 か ら 使用 さ 選 て 居る 各 
BE 4 OBR IC BE TIE BET IC AEB LV EE AOMEBDS 2, 
Schneiderhéhn 及び Ramdohr” #jitnr v v aE L we SIE OA RE 
LOHR HLL, AKEODE ENC FidO dn & MO WHS RO FFEHE LB 
oO CS So . 


BL SATENERE & Te Th O----- TLS ACRE 7 FE 
(#4 方 品 系 ) (CusAsS,) _ (CugSbS,) 
WY YURI T LO WY vig sce EE OY ov AE 
(HiBL ALS ?) (Cu,AsS,) (Stibioluzonite, Cu,SbS,) 
ILICH}L, その 後 Harcourt” (£FHOwTRRMEO X 線 的 並び 


に 分 光 化 四 的 研究 を 行 ひ 全く 異 る 意 見 を 出し て 居る 。 BS DME SNR 
物 に 結 品 構造 の 異 る 二 型 の 存在 を 確認 し て 居る が , Schneiderh6hn 及び 
Ramdohr O4n & went sie, ~ 7 - VERO, 7 TSF PGR, LY viel 
に 同質 ARNE ek SH, CMS L 7 TSF 礁 は 結 品 構造 の 異 る も 
OLMREL, YY GRIL 7 TTF THEO PIC SESNBCHZLEHHRLT 
居る 。 ENS PeMCSM TD MIC (LF LON & HRD 5AILS ERS. 


(1) BeRLSOES «Cu sAsS,——Cu,(As, Sb)S, 
(Sb の 量 は 少し ) 


1) Schneiderh6hn, H.u.Ramdohr, P.: Lchrbuch der Erzmikroskopie, 2 
(1931). 
2) Harcourt, G.A.: Amer. Min. 22 (1937) 157-~525. 
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(2) 7I~F+4 tH Cu,(Sb, As)S,——Cu,SbS, 
| (As の 量 は 少し ) 
ENS RO ICL SL CuzsAsS,—Cu,SbS, 系 に 於 いて As cH bore 


CHBLSAE YOM NELES BL, Sb ICH LOU ZT TFT HERIaA vy 
DE Ose GHEE EE BH OHV IC WHE Te LAT thE & RAE LCE 
る の で ある ろ 。 Harcourt は 試料 の 吟味 を 充分 行 ひ , RoE WE EET , 
X 線 的 に も 分 光 化 界 的 に も 同一 試料 に 就 い て 冥 験 を 行 つ て 居る が , フ ア マ 
FP HEP LY YEO RAN OUMREETOTH 6 A, LHROREHO As,Sb 
BOE b SICTUULEMNA te BETOROA CH 2D, RUELEC 
わけ に は 行か な い 。 

ZOU Y v HE ODL SAO BS EL ASH, VY VEL LORD 
と 認め ぬ ね 者, LY Y PRIS 7 OTF TPEO-E LBA ZKSERMMOREET 
者 が ある 。 此 の 様 に 異 読 を 生じ た 原因 は 研究 試料 の 中 に X HICH 
Wen T MOMMA HRICKAE LCHSY ABS , MAO DHEA HE 
CH SELLE LAER ANOMRECATILS LC, 結論 を 
Sh 7e FER IC Hh Bi 

HREOC HBL SATE © FA Ee BA RIE ASEH BEIC SIV CHG BROTH 
る 。 然 し ぶ PATCH EEO LOL, MES SRLOLAGHETS 
HiLBAChS ), CLS bk As に 富む も の と Sb に 富む も の と 存在 する 
事 も 事 旨 で ある 。 本 文 で は 未だ 試料 の 定量 分 析 が すん で 居 ら ぬ が , RICK 
BOM MAEMO LOe [RRR] と し , MICH LAE ART 
MEOLOe [rvvpRl CW RHL TS, 

FRAIUICH OS PMLA IAI © EK 

手 稽 礁 山 に は 30 FROPEIR ASI BAL THES BS, VER ILHERRT STE MOKEA 

BRL OKO 4 型 に 大 別 さ れる 。 
(I) 含 金銀 , 鋼 硫化 物 重 品 右 石 英 脈 。 
(2) 24, Sh, Gl, 77» ( 蒼 鉛 ) BHAA. 
(3) SERA RULI DAM. 
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(4) SRE (MERE) BRET v GRA 
RG? EE ee mene et One 
GC, =D DE, HAPS HB IC Bln. RIC FN Re ET STRAY 
MIKE CHEM. BAM, P= BM, SOM rr ise BSS 
が 出來 る 。 UENO BRU IC (hE 2 ESAS L, AD wail La PWR 
OMEN ANIC MIS SOCH ZS. FIC ABS aS BENT CIC ASHE 
WIC ABE SAL, le] GD — LYE 2 HE, VRP 6 REMEIC MICS OR 
JS LiMo FALSE 4 ETOMAMIC ARs v2 bE 
THEIL AI CHS. i 
EAD HET SAEED Uh LAB BT HE Be OAL EI TAK OD 
品 右 で , SID EL Clk ARR DO LO ARF LL PHC RAS 
fh, “UN = VR, BBE, BRAS, 6 OMIA EO PROOF ET 
Cae SEAM AC ee 
ELTHSBS OBS Bro. 叉 品 洞 も 屋 * 現 は れ , 微細 な 柱状 石英 の 上 に 
5mm Jy ェ cm (C32 SF SEEM MALT Hi Ths SL SAS HL HS, 
DL BHT Sia RE Yn EE Te B ROME GAM EF, 
硫 砥 銅鏡 族 太 物 (Cu,AsS;—Cu,SbS, Righ) OME 
Git at oi We 
(nk) PORPOMM ATM ICAME CHIT S. Mice lcm 
CETSEOLHSSOWM, PHBH C, HLL CHM LHM OBE Lic 
RMON E eT. A BAIC ALSO v vv HES LAS. 2 
YY PRICIEL TC COPEM ILD TCHCH SZ, | 
RRO SIV IE 
[PRE] Ra, FEMIC IS S.SSPARIC HLS, 
LACEAIPERT] =f IRB DEL a OST IC(, 反射 多 色 性 は 題 著 で , Ahh 
粒 境 界 が 明 具 に 見 られ る 。C IC EGF ETF CAH ARR AU, そ 
れ と 直角 な 方 向 で は 次 紫色 と な る 。 帳 方 性 も 祥 に 明 腔 で ある 。 
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[Beek] HNO,(r:1) cL > SSH BZ, KCN(20%) ick 
EL, ead Rie PLASBRF IC eS, HCl(z : r), FeCl,(20%), KOH, 
HgCl, Fic k D BME LIE. 

[組織 及び 構造 ] HER, WORMED. ITM ( ony, 

[類似 確 物 と 比較 ] 7 VEL EERO MEO REO AEC HDS ¢ 
吹 管 分 析 等 で Sb, As の 存在 を 確認 し 得る も As-Sb の 量 的 開 係 は 
不明 。 

wy vik 

[EK] =r WRO BA, HH RMMOABICBMENIe. 本 

MEY & es WG ILA IC ES < OHI LC, ERT RR 
REEATS. WAS MMEKERO hE 4 OMS LHS SUABS 
{ , QE = REET SEHRO BREEN, BLUR SHE SRR & % POUCH 


Li る ° 
反射 題 微 鏡 的 性 質 。 


(Pre) 良好 。 fic SPASM, 硬度 る 中 位 で ある が , 丈 魔 に 際 し 
浮上 り を 生 ぜ し め れ ば 双 品 を 閣 容 し 得る 。 

[ 光 鹿 的 性 質 ] 色 は 紫 紅 色 乃 至 黄 紫 神 色 で , DESMIRIC I CHS. RAB 
LBRO E D BERK, 色 は より 紅色 味 を 時 する 。 反射 多 色 性 も 相 
TE MABE TC, TRIE OD FIC THT DUE ih DTS SPREE, VRTTAL ES £ 
DRAG ICBMET Bo TBR ry REMINTIUE US tks 
WLS. PAPEL 6G , Rr PUERTO CIES ICES 
に 見 を る 。 R= 27 FORE BIC LT, MahmMICHL 
て 直 消 光 し な い 。 

[WS Ah] HNO,(x:1) ick ) SSBAETS_. KCN(20%) Ick yt 
TOBA ICBC, WDSHAPIC HLL S_ HCl(r : 1), FeCl,(20%) 
等 に より 作用 され ぬ 。 

[PURE MORERE] PSNR CHANT HLA SIR LIA = ar PCHMAT SE 
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FICMAO eRe HRD EAB I OE SESE LOND. MAI 
oun (Hs OBAMA ICR Mh BUCH S. HibhOK S$ lk 
試料 の 場所 に よ つ て 異 る も IMM 前 後 の 場 合 が 多い 。 

[類似 忠 物 と の 比較 ] oY Y PRISE LE CHR SAS, FESS PRO, 
前 者 は 後者 より 紅色 か 強く , RIC YY PRICES IC HE LD BBM 
片 が 見 られ る の に 反し , MASP CAA < Honk. Eis 
は 反射 題 微 鏡 下 で 容易 に 世 別 し 得る の で ある 。 叉 本 試料 は 先般 東大 
光田 氏 の 御 好 意 に 依り X 線 的 に 槍 世 られ た 。 そ の 結果 に ある と , 明 
DIC BRALENNE & It, 却 つ て ルッ マン 島 マン カヤ ン BOVE 
同様 の 結 品 構造 を 示す も の な る 事 が 和 制 明 し た 。 未 だ 本 確 物 に 閲 し , 
成分 等 の 決定 が 充分 に 行 は れ て 居 な いい が, 本 報 文 で ルッ ン 礁 と 呼ん 
7EMLHIAIEO BE IC kSFEOCHS. RAVE HIc As, Sb の 存在 


t 


する 事 は 定性 的 に 決定 され て 居る が , HLPETE SAE RET S BAR 


だ 困難 な る 色 , 完全 分 析 を 行 ひ 得 な い 状 態 に ある 。 

Bee Eww 
動 wh 

RENE > LCE WBICHET Sb OL MCAMEIC LC, 反射 題 徴 鏡 下 に 
Ry C#PPEOBIC, 直 変 = コル ICTNEABICHHMAO.., Seen 
と も 笑 す べき も の で , AACRICH ihe 1 TBE SAMASDS, 
{220008 (Bi,S,) 

ASHE O FFAIC NT SPE LAST Ze < BERETS SPS, =v WK 
PRERIC ISA , 叉 多量 に 産 す る も の と 思 は れる 。 SKORADSoR 
BAF 1 LU ICW7e RIC, — ICR IL BAB NCEE DRDO 
7e. UES EOROBRIC EOCHA E ZARA te S EASA Le, 
RIC Bac BES GIDC HEIL AVE 3 LORE Te SER & Te TREE SA EAS BLE, 
SILEDCHS. APRWO RI RVGG F OPPEP ILS ¢ HAR OBA L — 3B 
し , PREHEAAB IC KOH CH ih? BET SOICHL, 本 確 物 は 替 く 作 
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BeOS Bi tk BF OR 
RY vy KE OEARNOREN RE RT, Li を ッ ン 硫 Bi: Biaoaak 
ェ ム アレ クタ イト T: 2k 各 斑 物 の 反射 多 色 性 に 注意 ! 

x150 油 江 i IEP Ao 


本 82(38) ee ! #8. 88° 


Henk. LAUNCH RD CAE PMC E DIRT IURAS IC Bi の > 
存在 を 確認 し 得る 。 又 SURO KI 及び CsCl に よ ょ る 方 法 に よ っ て LE 
WED 4-7 % WANIC HBA 7B7e 

eM 

a) ey7v7Rirh? 

PIESSOBIEIC PEA ROA Ik HBR OLSON CERI SUPE OMIM 
SEAT F (CNS OMANI S, ROTEL ¢ ehbeMelt HINO,(n:1) 
Chia Lx (CHM, KOH (CLOT b S DHBET 2 LUM LO BEA 
に より 犯さ れ ぬ 。 此 を 錯 検 分 析 す れ ば K。Hg(CNS)』 法 に ょ り Cu の 存在 
を 確認 し 得る 。 又 KI-CsCl 法 に より Bi の 存在 を 確 め 得 た 。 叉 生々 多量 

の 試料 を 用 ひび , 吹 矯 分 析 に ょ つて で Bi の 存在 を も 認め 得 た 。 共 生 開 係 及 び 計 
PEPE D LC RAIL ATE IIE SHEE OTERO EEC D S BILMEEE CH 
ZLWGHS, MRO MEE e Lc Emplectite, Klaprothite, Witt- 
ichenite 等 が 知ら れ て 居る が , Schneiderhéhn-Ramdohr の 学科 書 の 記 
WIC TEN ば Emplectite に 最近 い 性 質 を 示し て 居る 。 

” その 他 の 確 物 

FTE ROLLE DIC PRS 4 OC Bic REO shine oT bODE 

* AM SiS, BU MO BUG AME Cb S28, 7 77 2 — bHR(Klaprot- 
_ hite) に ょ く 似 た 性 質 を 示し て 居る 。 

更に 叉 鳴 鋼 礁 に 似 た 大 色 等 Gow Ceot Tolman 及び Ambrose” 

Daikt Za— nv KF 7 4 — 1 FHKE (Goldfieldite, CugSbo(S,Te) 9) Ic P7chk 
物 も 見 出さ れる 。 
WO (GPK L-CARet BALE LE 2 OMEO HI ICM O BUI 
fn LCT So PLM OMOGIO DIL CA SH SHE Fre 
な い 。 : 


1) Tolman, C. F.and J. W. Ambrose: Econ. Geol. 29°(1934) 255~279. 
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: itil Satie ¢ BS LOLA 

Peace & Bo Elk IC BIE Ste BASS < , OEIC PSNR 
LUOTL TYE RH Y v PR IC Bem CHEF SHOR ERO 
色 の 結 品 の 存在 を 認め 得る 。 此 の 部 分 を 題 微 鏡 下 に 客人 鶴 す る と 第 2 Od 
く 2°3 MORE LOK DIL CH AEH RSV, BND HU EAB 
CHIC RAF OR SOMBER ie L, ZOOM we MB CHA 
FED = AFV AIHA b EMIEMSPEMAHILIL, 叉 その 外側 に 針 欺 乃至 柱 
teat eS 777 2 — bRRICME TS SHE ICH SNS, BIcLe 
の 外 方 に 等 方 性 , REOMEME, SHE 74 PROMS AEST 
る 事 が あり 。 中 等 の 複雑 な 准 鉛 春物 類 の 集合 購 と 周 肖 の ルッ ン 礁 と の 開 係 
It 932 Odin < , AAT O MIRAMAR L DEL 7 VRE ot 
BA, HOCEME WHO Ahh YP OBARICD § ZLOCH 
ie 
BN BAO BCESIME L DMO 7 y MICE SOMO BAU L7H 
RHE & REE FROM to 

FED PB --- ++ PRES SIME (Bi,Ss) +e aru 7 ¥ 4 b(CuS-Bi,S3)> 7 2 7 

ョ ー ト (3Cu,S-2Bi,S,) Sy Sne (ABE?) ゴール ド フ 
4 — 7 EAE (2?) > ルッ ン (3 Cu,S(As, Sb)2S5) …… 周 誠 部 

LLOER Zs Bit LMT © BLE ie HK Lt 2 BUM ART BEE I , 他 地 方 の 
座右 に も 屋 * 見 られ る 所 で , MANALI O BA L7e Wit BE MG OBIE 
FRY ICH SEINE & ESTEE ORM, 今井 秀喜 氏 の 記載 され た 日 光 
HEU? (CHG SEB T v Fey PS ITE LE ORR, 
4% Tolman 及び Ambrore 雨 氏 の 研究 せる Goldfield HRI ic hss BH 
$3 —F LAGE TTF FMCOWARE CHS. MER *OUWAICH 
CHE net ZO PRS ZO CHSAS, UESEOFE AME ld IAA IC EeIc 


1) 渡邊 武男 : 地質 40(1933) 125~148. 
2) AFHABEE : 地質 49(1942) 267~278. 
3) Tolman, C.F.and J. W. Ambrose: 前 掲 。 
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UD L7cHERE CLE 7ELOCHSSCLIBRL CHS, HICMIRLEFHO 
場合 に は , MRC Y VOURES BICECLBRERGOSSEN CHS LB 
RITZ O45 BICKMWLSLSRBSNTCHELOCHS5. MILMHArIc 
LABORA IDC LY HEL OD GICAM LL, RIC Y VEE 
U SER Cu ic it a IC BRERA) SIC EOP LE DKA 
ICA BD SF EE AE WE Leb, tT SFE OO EB (dr VY VIE 
Sith EON, VY YPROPSvFHA RHEL EODLBrSHnS, 

SLR POKER MERIT GS IF S ESN & PTE STIR  & 7 FEAL BAR DS Hs 
PONS BERL AIC ID Lc MOIALK AN YWOF— rE 74-1 FE 
山 に 見 ちら れる の は 誠に 興味 ある 事 と 思ふ 。 

線 括 

(I) FRIES > WORARRO 2°3 OPEIRE ) RVR DE Dre 
出す る 事 が 知ら れ た 。 THC ISAM RIIC CILS ICL Ad, BBE Sine 
aK LTH 6 

(2) LASTRVEIC RARER D HR AN TEROK DOP EMME MAMET BE こ 
が 確 め られ た 。 HCH AMD BATS B FAIR H Ic HEMSLEY & JE 
に 産 す る 。 

(3) BRALSMDR HE DE YnIC Ik X PANIC LMM AREF BS BASIAG NCE SBS, 
FRIC RIA E ETS. IRLED, ICI ILD n 7 VBA % OSE 
で , PALE IL RIT FEMA A 

(4) DOSRVGGE F (C RETLEDM SWE Yn Tk OTE Yn % DIS EAE BE LSHE OD 
Het HD DSB CHE dH SBILAHKUE HART BASIN Leg 


AE ZEIC EID SAFO — Wis ARE GRA LV BIC HABA AR 
用 に て 購入 せる も ゃ ので, K—-WARRARBH RBC LEO CHS, WickEL 
て 深謝 する 。 昭和 18 年 7 月 1 日 ALA RR YB I UR oe Bese, 
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TIBIA ICH SINS AE MITRE T 


Porphyritic dykes in the Takanuki district, 


PR Pe — = (K. Ohmori) 


HER Ye ORE O(T. Takéuti) 


=| R 
I = 2 #8 AW BS 
I +h & HE m 3 TES (APR) 
° ll $e 4 a-b7 yR4 b Moe 
IV -Gf 6 UB VI Nha iA 
V BUST ORE Vil = « 
eg 5 = 
I 緒 r= | 


ae RT ET Oh a & Hb PE ET HE Tk) BE JE AE © 4 EE, Y 
(明治 26 年 ) 以 來 , BAHAMUT SHICL D RICHHOWRL EO), BL 
FEIT HST % HI ASBIRO [AS BBE HE Lik Di OVE RAFT LIT 9), 
BLD ROLES Wir EAPO Aa kD KD, 前 者 中 に は 花 
MAK ATO bICh a, Abas, 2-b AYP 4A REO SMe LB 
113, MO AAR Aa IC A OFTEAAS OD BAL, T OPPHE A 
IC TILA GIT ARVETHSZOT, VLC BMABLRECAL 
ME Lev é Ss, 


1) AIRACO ABIL A 18 年 5 月 29 A, BH eS ehh AAO eB AS A eRe. 
BUR HIF OWE EIC USC TS RT ESE = = OVER LEHA” & LLC HR L Ro 

1) Kot6, B., The archean formation of the Abukuma plateau. Jour. Coll. 
Sci. Imp. Uni. Téky6é. 5, 197~294, 1893. 

2). Sugi, K., A preliminary study on the metamorphic rocks of southern 
Abukuma Plateau. Jap. Jour. Geol. 12, 115~151, 1935. 

VES BARES, PTR tO BORA, AR, 27, 142~159. 昭 17. 

3) 4P2RIEDK, PBB oy BR AE Th EA © RAE i & EL < FA RIC HET. 
地質 48, 171~180, 昭 16. Pep py ABR eA — TT © Ae Aik Ac SLB hh } 
SAR ALARIC HET, 地質 48, 529~540, 昭 16. 
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“= 


I * Be B 

APIA » LW CRS it Ado B MARE IC INO THC HED: &, 
KEROLAIT MA ROLZATABERNT 3. WEA RO RARE SC 
は 西北 より 東南 に 走る 道路 を 境 に し て , EMROGAOSHL (RES. 西 
Fic TA AMER N 20°E, (8#} 60NW, 東方 に 於 て は 走向 N 60°W, 
傾 許 40°NE で , 照 内 附近 に 於 て は 遍 者 共に 石 交 岩 の 薄 選 を 敷 枚 介在 し て 
ゐる 。 こ の 両者 の 走向 傾 狼 の 著しい 相違 より こと この間 に 断層 が 存在 する も の 
LAGS BIVS 6 
SEICTH F L CORHUICE 2 LR a — RI MEO 
BSS, WMOMA TOM FinLROWAMEIC & MEE ICHEHT So 
COPANO ER ee CBO, BICtEM SAIC LO 
DLT AIS. WAAINEICIS CAE a Bs BOSE ia A er BIC ED HBT AK 
(CR DAL T , WATASHI IC BEFF L, JME 7e lS NG & Ba ORs HR AS 
LTS. 

と の 西方 戸倉 附近 に 於 て は 石川 附近 迄 廣 く SMT 3 FORE DEO 
FOSS. 本 岩 中 に は 柱 石 が 見 られ , 約 + 編 大 の 珍し く 大 き な 結 
上 品 も ある 。 PAMBVEICR CHAK BaAYE MM Pia AH ICREL, COMA 
HALAL ET OO LMMOMERUIEESICRTEL (BED, 混成 
作用 を 蒙 つ た も の * 様 で ある 。 GKEARRAC, スカ ルン 化し た 部 分 に 
1d AAW EAF IC PST HORE MLD CIE KEI TZ. 

長 光 地 よ り 東 北方 に 御 齋 所 街道 を 進む と 約 1-5 FP CH MICIET S, TA 
で 道路 が 東方 に 委 折 し , WEARS NS. と の 道路 の 曲折 部 の 西側 
(CHa IC HAT 7eRRE EBD S. COR CARER Wes BICHALTCH A 
TAMAS SL GALS 0 REMMI KEICA CHAZ CLIC TS, 

7 EY ds BMI 2 HFC BERIC UGE T Z, EBPK DICT IZ) 500 KO INI HaIC 
TIRE OWES BAUR ENS. COMBMAMLHA L DID, 更に そ 
OPTIC BERMEMANR AER HTS, ZA MAOEM ROMA 
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COTE RPO & OIL ICP ICBENIEL ¢ BMEL, Pa (ct AUGER 
BHDZ%O\VSEETCHAS, 

LICR CAEL HOMER IL SIMIC RL ICE CHS, (AAT 
に な る が が , TAMAO Kr HH 9 FPO SEIU ICHAT EA, 叉 東北 方 約 
6 粧 の 犬 俳 山 に コー トラ ンダ イト 質 碧 猪 岩 が 産 す る 。 叉 竹 費 部 落 の 東北 方 
約 1.5 FP CSSALIT WEDS ASE BUR BEL, 後者 は 東北 方 で は 犬 借 山 附近 
SCHRINL, RRC, 竹中 部 落 か ら 東 々 南方 約 9 粧 の 仁田 附近 か ら 南 北 
IC ERE IC ART B (GRU ICHET 

il HBS 

HS EAR ky EK © PG CHIC HL CHREL, PEA C 
Se te OZ L eMC ki dn < ELC REEL THES MIS ICY BL 
io, PSMICRCREALUCRLEMALHHUE AORN CHS 2, fl 
ICES TIA SAR OMRKE ZS IC ABEL YD BAS HAL CHIL Lie. 

IE A Shh oD 3) 94 PURIR LBS REIC ES 7e FH OPE CHARICE SAL, 
LOH MRIGA RODS ICHLAETHS. MSAAMEERY 
te OA HICKIKRE DEMICIOAO SH ALTEROT, [AOA DICK 
TILT ORMRAS Hy Wis CA BUIC RA LIAS I4PERWEL TH 
ae ; 

COP Et ah BE IC HPI RO RROMENE SEH L, plc LO 
TA APIS ICH L, Ltith $ALE OBS RS 3 MAS 15 Mile 
HET SAG DMB SNS. (ALAR SBC LA BAIL CE 
し て 居り , 研 究 試 料 と し て は 不適 営 で ある 。 

A 地溝 か ら 北 方 に 向 ふ 道路 は 近年 開 処 し た 人 新鮮 な 辻 出 が 見 られ , BW 
の 珍 岩 質 骨 脈 が 存在 する 。 特に KB 地 虹 に 於 て 観察 され る も の は 第 四 園 に 
FBS PREC TEE FUCA T SIND T, 本 研究 の 試料 と し た 。 詳細 
は 後 輝 する 。 

と の 北方 約 20 KO C 地 申 で も 同種 の 岩 右 が 直上 出し , 特に 角 関 石 の 良 結 


本 88(44) BRRDRREA SB 
第 FF. 


細 94 


++ 7,7 KY DAA = Lu 
rari ! + pe FA) #% 38 9 A FF iki 
+ サ (in i 


VW 2. 


AW ere ae: 


| [a tA [Ss] a Ee 


(A.B. Cita Xo 1282 at a 8) 


(“BI - HY AA) 
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tH ROK CEET A, その 前 者 に は 第 五 園 に 掲げ た 様 な も の が あり , EK 
者 に は 長 さ 約 4 畑 , 太 さ 約 2 畑 に 達する も の も ある 。 COC MECH 
Eps & ZEEE ite O BAB DSL BAL, KAHIT CRA OEIC FTC HIS 
BHAL THS. TCOAMOGAH 5 KC, WLtOMM a Aphid FOR 
部 に 見 られ る 。 WBMMOPY HICH BLRAORMMSS, Lie 
の 成因 上 興味 ある と と で ある 。 
志 の 如き 岩 脈 は 矢野 山 の 東部 に も 和 敷 ケ 所 見 られ , LH LBRO 
間 の 道路 の 南方 及び 竹 綱 部 落 の 南方 約 0.3 FRC BEF Bo 
之 に 反し て 角 了 関 在 を 峡 く 珍 岩 が ある 。 そ の 著しい 例 は 鎌倉 獄 に 見 らち れ , 
平面 園 で は 長径 約 1 AP, 短 冬 約 0.5 FPO RSI (GERI AO EMIT FIT IC ES 
の 長 軸 を 有する ) を な し て その 頂上 部 を 構成 し て 居る 。 BAARAIRMICHE 
_ 竣 色 を 時 し , 洪 上 品質 紋 密 な 岩石 て ある 。 
以上 述べ た 様 に この 贅 岩 質 岩 脈 は 角 了 関 石 の 有無 に ょ つて 二 種 に 大 別 出 赤 
° IGG SAT SPO HHH Hla—MIc/MAIRE LHL, と 
DPIC ULHRA D 5S, PAN TEI < POND BO BS Haw ic (SHE 
岩 が 認め られ な い 。 MIR IEE CE HICH AL CED, EPO Bes 
で は 同時 人 氏 の も の ト 様 で ある 。 
iV... mS 

捕獲 岩 は 第 四 園 に 見 られ る 様 で , KASHI MEO) Sk % OD. 10 HH 
以上 の 大 き な も の まで 種々 を あり, その 形 は 不 規則 で , 母 岩 と の 境界 は 明瞭 で 
ある ろ る 。 HEAOMMAA Ca MANM Ba Cc, ANALARAC ELT 
ZBLONTHS, HLBCAMAAENNAD AD bY RRADMO TY 
も の も ある 。 Bhi AAT, WOKS ILI NBS MTCHS. Hite hice 
DAB IC BET SET MOMS LO SO ONEVT LAKE ST 
と で ある 。 

捕獲 岩 と し て 或 は 混 生 され た 岩石 と し て 考 鍋 岩 の 認め られ な た 例 り の 二 三 


る 


1) Daly, R.A.Igneous rocks and the depth of the earth. 298~299, 1933. 
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= 2 


SRAOMMG, 1 CREME, 2 BK, 3 は マグ マタ イト , 4 は 角 
PASE, 5 は 角 関 玲 岩 中 の 角 図 石 結晶 大 な る 部 分 。 


| 


産 th «= RASH RH AIRA LE BRIAR LEE) 研究 者 及び 年 次 


E <'C ty : pis 1 
Massachusette ..| SEWUS-Pltee| 花 fe oH |e 成 # | Clapp, 1921 


Carlingford, Ireland; BE ff # | Granophyre ” Sollas, 1894 
Arran, Scotland , ft fa 則 Ase beees Tyrell, 1829 
” BEES, 玄武 岩 Granophyre mes ” 
Island of Skye BE Fe se | op Marscoite Harker, 1904 
" Madagascar <F, APE @. 8 8 Lacroix, 1922 
es Seer atid hess yVY=# z 


% SV EFEIC AUT 36 
Bis DW RRC, EMA DOME ERAT 3 と, BRET 
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Fa as 2 HHE (x 0°5) AR ah © fA Aniin (TX) 


a 
a 98 


B 
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生じ , PURHMEANR/ES BLE aE. MPM WELT 
FAP A TEAS OE RAIN Ts SIO BOTH RA 
が , ま だ その 例 は 見 営 ら な いり 。 : 


V 題 徴 鏡 下 の 拭 穴 
1 岩 PTET ASHL EEE ICHAT ICs TEANECK EL, B 
Beh SL ee di ee 


= oR 
i eee A i (BH BB) A Ww (Bs Bi) | 
H ee, Pe ae i @ # 
BEAK : SME 上品 ; 
角 A gf B 
ALE (S32~83% An) | HE (63% An) BLE A (78~98% An) 
| EH es 7 
WHE A (CAZ’=45°)| PER (CA Z’=45°)|- A EB 
Be ae HE Fi Be tee ee BE 
Re BL ae 8S ie 
ke VE fA kr VE 6 
KRG BORG 
石 基 Beg 
aE OG aE 
Re Oh BE Re oh Be 
Ss OER LY PRD, MBNC 1h TX OAC DR IR SED, RRVE KOS 


TRAM IKVVE ME AAT S, 石 基 は 完 語 質 粒状 構造 を 呈し , 主 と し で て 
BEA MOPS XY BCD , GESTED GAS T OHVIC HEF S 

PMRAILRS 0.5~20 EAM BIE, 一 般 に アル ベ バイト 式 双 品 
KEATS. Lae > BL REL, この 一 例 を 第 六 彫 に 掲げ る 。 AO ・ 
FRAIL EH 1.5 FEC, 殆 ん ど 包 裏 物 を 含有 し な い 。 十字 = コル 間 で 閣府 
する と 内 部 は 殆 ん ど 同 時 に 消 江 し , KONIC L BLO RTL ERT, 
外部 で は 少し く 複 漆 と な る 。 依 つて 同 の O-T 線 に 海 ふ 成 分 匂 化 曲線 を 経緯 


3 9K 1 SONS SE a oe 98149; 


3 


PECKBS” LPEMORCH 2, WEAN Mikey 83 6 An OK 
で ある が , 外部 に 向 ふ に 従 ひ An 分 子 が 減少 し 最 外部 で は 約 63% An 0 
REBELS. TOMO ORME HIL-MICRD ENS LOTHS. 
HARI 0.2~2 FEKOA WAAC, RB CBNR INE MECD 2, 
PRAT IC EAR Ie Ki 90° で 次 る (110) HEART. SPEILIAA LRRD 
られ な い 。 FHETC, PCA CAZ’=45° CHS, 二 還 性 正 の 光 夏 性 を 
as. - Sone ] 

SRERER AIL # 0.2 FEAT, 多 色 - 
HE e ASL IA HIB ILET S. ELRHEIA IC 
WAZ EL BBDITC DU, 

2 BARA AONE 
HOWELL CZRICABT ZC 
ECHS, AGIA ATIC KI 
HICSML THES PUMBIC BRI 1 
SBD We AFL IO MAIC He TU 

SET SIC 3 MEG PCPA 70 個 で ある 。 BS I We REICH 400 個 で 


HS, COKSMIHERE 5SHUN CH 2B, 稀 に 長 ま 4 尊 , 太 さ 2 炉 に 達 


する も の も ある と と は 上 逃 の 様 で ある 。 双 中 に は 第 五 彫 の 様 な 和 肉 眼 的 に 良 


“gk MIERT b OBS 5 r (011), r'(ozr), p (Zor), m(1I0) 及び b (oro) 
AAPL 3 IT 


Asse lal BM CAME Le iiittts Naa & Bi PIC WUERT % &, senh PAAR 
REAL, BHI CH 3. Hate HT PePICHEMIAAL L CBIR 
び 終 長石 で , IC PROM LOREAL BATS. LOK 


1) 本 間 不 二男 , ES A tt easel sg 15, 
525, ne 11. 
(Math) 岩 16, 201~212, 昭 11. 


: -» The classification of the zonal structure of plagioclase. Meu 
‘Coll. Sci, Kyoto Imp. Uni. (B) 11, 135~155, 1936. 


本 94(50) BBR MRR BE $a 100 


BPAPORRIPEL EST SARA, AR AT OAL A (hb) 2 ox 
x 41) され な 方 解 石 (c) (x 1) 


Ss wt gaa MS 


“Rs 


ADA ORE ZR HAR MEO thor. 
(x 14) で 示す ) (x 4 


第 i 室 園 第 拾 a f 


= 
ay 
% | 
a 


MLHOANE, KoRso mE ores) 
ACMRETORE ACBOSS, 角 関 石 , 
変 叉 = ュ コル (X14) 石 , hy 


eee Te 
O LR MENE A, ag (3 Mes 
, hy i 3eA@HR G(x 27) 


#4 101 Pe i BE he BR SE 本 95 (51) 


EL CRIEBROGIRADSERD BAILS, AIL TE AAR BERE X= L, 
_ HEAR DEORE EDR 

AINE fARalk—iic I~S FEA ORES, BE EL, 多 色 
HERR CHS. PHBE K&L, It fAld CAZ’=20° CH2. AROMA 
CHS /\il MOAT MIC AB L edhe AOS 4 HR (REE MOS RO 
Hk DRS) BHOT, HAAS AM ANCL EAT. MICS SH 
HieHERO BL Ze} © % PLB ILS IU IC HBT PeRRIT SEE PL X RICL, 
MOREE ATS, CORREO BRERG hbo Ss BICR 
HSM, その 敷 は 少 v。 

AA AO Hic 第 十 園 に 掲げ た 様 な 機械 的 に 折れ 曲 つ た 部 分 が 見 られ 
Bo MICH + — lM Ic HAT Zeke PORES MRA EALBOSNS, TO ・ 
RRA LOPRPORERA £ tk ), Wie Rik OHVER eS HA 
BE HORE AOM< CHS, 

JAAS IL (ILO) BEV IC io CHIE TIME LAORTH SB, | 


No. a’on (110) y’on (110) 
B3 1.669 1.678 
B10 1.670 1.678 


Lat L CH NAMIC RL ERA ADS BD ILS, 

BEB 長 さ 約 0.5 へ 2 HADAMIKMMNC, アル ※ ベ イト te T 
So HPN SN. 屈折 牽 を (oor) SRT Ice TRIE CH 
SEL, KOMULE BI. ; 


No. a’on (001) y’on (001) of An 
B3 1.562 1.566 63 
B10 1.561 1.565 62 


INS 63% An OHKEHCHS, CORABLROH Hic MS 
NRAEAOMBORALPWTSTCEABRS STE CHS. 詳細 は 更 
に 後 輝 する 。 

FAR OBENNIL 0.5 EAE CUAL ZL, THBP CH 2. 多 色 性 


本 96 (52) SBR DER SS ze 細 102 


は 殆 ん ど 認 め ら れ な い 。 WIM CAZ'=45° で ある 。 

SRE IAS OPEL AT STE AEC ART TL CMA LDS 
れる 。 

石 基 は 完 品 質 微 粒 区 構 造 を 示し , BHEAG OIE] (CREE OD WY 0.02 FEK OGL 
HOSES 3. BORA Lib 6iicloo 

3 捕獲 岩 (SAMA) bOI AIC iaD 5M SHE MING 
FADE ATC, Ba FICS FS IC SEH ETE Aa ea & AR OL, FE IC FPS 
BMOREA £0 KD, DROME OME OATS. 角 関 石 の 3 
READ HIC RHE AE RAF ITY F7ICHBTAZTERDS, 

FONT AWE 0.5~8 FEA OZER WHC, 淡 神 終 色 を 時 し , 多 色 性 が 著 
し く 奨 化す る 。 上 述 の 角 了 図 珍 岩 に 認め られ た 様 な 多 色 性 を 異 に する 果 項 構 
LEM, 

探 集 し た 標本 の 中 , ARRAS IC AAA Be BE BBP BBR BIC HEY T FHA Oo 
RARE UEL re, WED TRIAL REC, と の 結果 を 第 参 表 に 掲げ 
る 。 即ち Br 乃至 Bir 及び 29X—4 の 12 個 に 於 て 殆 ん ど 一 致し , こと の 
下 均 億 は a’ =1.669, y’=1.678 で , APIA HOPG EIA@ a’ =1.670, y' 
=1.678 £AM—-KTS, 

BR KSI 0.5 FERMIROAS OFA WHA, TNS 4 bE 
な す 。 IAB IL AO BIO, ATARI NEL RO BUR Cis L, HS 
BROVBRR ES 7eo ABZ を 除く Ir 個 の 中 , Br, B2, B3 及び Bro 
は 92~98% An ORERAT, thik 78~88% An OHKEBCHS, FH 
RADBGRKEAD 6RRAD MAA TH 20%An OBMLEAT ICIS F, 
ZACKELES 3 FAP IRTARAS LIOR ICHRA EKG = の な いと と は 興味 あ 
る と と で ある 。 Madea mangas yee OP PA Hey 
に も 何れ も 類似 し て ゐる 。 

DIC iS Fe A AD MED LER TZ LGRBORE CHS, 

4 Sb SYAA RRS LOCUM ORAE SS FICMRT SLHEO 


#@ 103 BE BL) FRE BC 本 97 (53) 


第 8 表 
Hornblende Plagioclase 
No. . 
a’on (119)| yon(110) a’on (001) >on (001)| % An 
| ioe 
_ Bt 1668 1-678 1578 1584 95 
5 BYa 1°668 1678 1579 1-586 98 
oS Be 1-669 1678 1-580 1°584 98 
ase B 4 1:669 1:678 1°571 1575 80 
2a | BS 1-668 1677 1572 1575 79 
BeBe 1-668 1-677 1-570 1574 78 
aa BI Vind ere 1 678 - a . 
=o Bes 1-667 1:678 1-574 1:580 88 
Ge B 9 1-668 1:678 1:574 1580 88 
E'S B 10 1:667 1-679 1-577 1581 92 
Ze Bll 1-667 | | 1675 1°572 1:577 83 
29X—4| 1-668 1:680 1:571 1:576 81 
© 
es | 
ee B 3.\|- 1-669 1678 1°562 1:566 68 
et 
Bei BO a i B70 1-678 1561 1566 62 
る る | 
qa 
ane 
5 is BEA Bt Zonal structure 63-83 
ma. 
2 
3 fe 4% 4b | 1663 1:670 
° 
iss} 
SS | 犬 供 山 | 1665 1-671 
On : 
O ‘ag 
22 |= | 1-664 1-671 
Ca | 
RIC HRS Ze Ic SEA PEE BIG KE & AL, FOTIA Lo FEAT RAO Mh 


FBC HLH, SRE, BE MOREA 4 VF TICES So 
BREED A-bIVHA VCH SA, FHEHOGET SINCRE S. 
{IA ARO A ADSA MMIC BEF So 
IEAED FAP 1M FA TAR 
a’on (110) yon (110) 


Hb 1:663 1.670 
Fe fie uy 1°664 1.671 


~ 


本 98 (54) HAR DR RK AS #104 


で , Hos (c= PRI ESE A 2 fa ICR TH EL ICL TH 〆= 
1.664, y’=1.671 SURES. ULMER IAN BRA EEL EA 
TB, LOMO «'=1.670, y'=1.678 及び 捕獲 岩 の «1669, 
y'=1.678 “k pF s fe. 

VI 角 関 玲 岩 の 成因 

He, APH, PERRO コ ュー トラ ンダ イィ イト AH BOEREWO 「 
中 , 多量 に 存在 する も の は 角 関 石 と 用 長石 で , と の 雨 種 中 物 の 特徴 を 光 べ る 
EKDE TCH Zo 

FEI Ad as HIT dG BLED, 他 の 三種 に は 何れ も 存在 する 。 角 
AD at ClL—fKIC A ONY 4 PRE AL, VEGAN 7eBHE ART. Mikio 
BREDA IC HEAL A OF HRS KO: fA QO At FO BLE & FAM Bt SREB 
ARGS STERHSo VEGOMD 5 ANH at © fA Ald HAR a 
PORN AOHMER MOM { CHS. fabri CLD D DIALS ED 5B AL 
る 。 COPD AHICHAEN THEY L< HAE BES, 現在 の 結 
mil AT SICBORLOL MANS, BWREANH AHO fe c fA 
ROSE at FO FHP é CIHRICHEWT 3. 

REA kaa, Aa ROMER OTIC O4ETETS. COROT 
HC (EAN LGD BAILED, HH HICABBNBED DS, .C OM 
iz Evo < ABBAS 83% An, 外部 が 63% An CHOOT, RHA MES 
HOREAD 63%An と 同一 で ある と と は 興味 ある と と で ある 。 Lic 
Liat ORE AIL 28~989%% An て ある 。 

今 恨 に 例 へ ば 長 光 地 等 に 見 られ る 琉 笑 岩 質 岩 石 と 同種 の も の が 捕獲 岩 の 
Ila YC, C DPGPI OAL} & OHA MOREE D fh OLS 
分 が 近似 の も の で ある と する と 区 の 事 が 考 へ られ る 。 

FAA O VRAIS ILO (ONDA ROMER CIE «' =1.668, y’ = 


1) PEE BWR HME RORUND VD, COG HPO ee 
BlziVS, COPPA lt RIO BAL AM CHS, 


線 105 oP ER BEL ake 本 99(55) 


1-678, HEREC it oc! =1.664, y'=1.671 で , と の 間 に 小 数 時 以下 3 
位 で 3 乃至 4 の 差 が ある 。 COBAAMAL MAT ZHICLMSNS, iit 
津 先 生 , EAMES IC BY SUE Fat 5 a 7e FADO Mn Bic k SHAE 
DEACICH COS) 結果 の 中 か ら , Aho RiAGNao isos 
{LOBE ESM T SLAW ROM, CHS, MSoMACLOCHHALER 

Ss BB R&R AICHE KS. TOMA 


ESR HET | Common hernblende in BOD /EPTARIAT 8 ICHt~ 
; bg yas FREE LUEaO BARE 
Temp. a’on (110) y’on (110) に 近似 し て 居る 。 一 方 角 
Ie / ° 
25°C 1:664 . 1673 8 
ae Peat な POW ROMER HO % 
400 1:664 1°675 ° x 
00 A 
る a 3 “pr Dt 7 CAMZA L7e% 
700 1:667 1°677 の に 相 党 する 。 
800 1683 1:717 
900 1690 1:723 HED T fH BI Ea Vk BE 
1000 1:694 1:726 : . ‘ 
Dike eC, ANAOKS 


Sy isietiin CDS. FNMA PINILERRATLOMV AICHE T SERRA 
が その 末期 に , 例 へ ば 長 光 地産 の 如き 瑞 猫 岩 質 岩 石 を 捕獲 じ た 如 き 場 合 に 
( 約 700°C 附近 に 於 て ), 生ずる も の と 考 へ られ る 。 

fi CO GAs ORR L ) ANG ORR AO TASH & iS 
筆 と も 考 へ られ る が , 交際 に は その 傾向 は 認め られ な か つた 。 と れ は 混 生 
し た 医 炉 岩 質 岩 石 に は 長石 成分 が 極め て 少 い 劉 め 矢 化 が 現れ な か つた と る も 
BADMSMN, TOMICH THE BICHH IED SRY TCHS, 

. VII #2 約 

1 fw EL LCT RRO hie ROEM hea ED 
KU, SRSA, 2-74 PARRA) SURIC REL TS. 

2 USA AIL EG ICH CHO LARRODH ARTS S. 


2) K6zu, S., Yoshiki, B.and Kani, K., Note on the study of the transfor- 
‘mation of common hornblende into basaltic hoinblende at 750°C. Sci. Rep. 
Tohoku Imp. Uni. (III) 8, 143~159, 1927. 


相 100(56) AT TR BS ae #8 106 


8 YEA Seon MIC Lv 2hiIcAUeNS. ANALEH | 
FS ONS APNE Ic HER OE EL, FAA AiR <b OE Sie | 
中 に は 捕獲 岩 は 存在 し な い 。 

4 捕獲 岩 は 通常 rcm へ ~~rocm OARS KL, AEB AA J 
より 成る 。 | 

5 ive, SANNA ROE AOA BNE Is PRMRORT, LANA 
BRUBRA © MAYAS & WE L7H RIL PBROIN ( CHS. 

6 AEA AT SSG TICILKOMEDSBR SNS, (i) PAPE 
POAT A MARAE LC BE SIS © (ii) API RED — MAS 
HEI EHICE DNATA NS, (iii) /PIEH@ MPS aBER 
IC fALIREH ORE ESET S LOAM EET S, (iv) OPI AERO HRS 
HERO DUE Ts) DIC ASAT AS GD ALS, (V) FEA RU BES 
HO Aa pAlk a’ =1.668, y’=1.678T, PSIEIC BED % BEA A PU 
APA Ald o'=1.64, y'=1.671E RL, 前 者 の 方 少し く 高値 を 有する 
(ie IC POPS Ald MAIC kD SOMMER * ChAT SHADY). | 

? 以上 の 事 冥 か ら と の 角 関 麗 岩 は 一 種 の 混 生 岩 で , 角 関 石 の 大 部 分 は 
捕獲 結 醒 と 考 へ られ る 。 

8 BIS fava 6 FARIA 2 HER © RY 7b OMA iO LRAT 
成 作用 の 影響 少 き も の と 考 へ られ , GABOR CNICHET 3, 

9 ANA ROH @ ies £ HEB SN SBI Bh Os ¢ 
ICBM DS ) , VCH, AML, = RIN OBEM IE HA BNIC MCS SZ. 

10 APY BIC OWT AEA O MABE THR BAS, AIR IC BASE EME 
THERVLEBAS, ; 


ーー 


RAZ RLE RI O—MBiLRE ANBAR DRINK LOCH S, Hie 
出所 を 明か に し て 深謝 の 意 を 表す る 。 


B= +e 


BAK DR R BS 


Bx Ft 


本 3 役 aA 
BR th 津 R if 

SSRs WARK RH 純一 坪井 誠太郎 
鈴木 本 伊藤 A 

RSEE 人 竹内 BE BHEE BR BA 


園 書 主任 AR E- 


| Fa (2 &) 
伊木 常 誠 石原 富松 ER BK AF bh 大 村 ye 
me 武夫 AE GR AA 太郎 TA HE We FB 
HS 中 尾 護 次 郎 FBR 原田 ee Re 連 
藤村 幸一 B BB 保科 ER 本 間 不 二男 松本 唯一 
松山 ERR CAR 厚 山口 孝三 山田 | eae 山根 TR 


ARE ES (F i) 


RE F—- Dk SH WHE SE AG Be 北原 順一 
SAR=v BR BN 高橋 純一 TA 常 彦根 橋 雄太 郎 
BH 淳一 AR 健三 BABAR 


ae ae ee 
AEE Tis BR Ae i RK 2 Be SAB PQ 
Pm A ft wR 3 Bh 
Azeri ir my 88 番地 
ED a FAR HE SR ODO) 所 
(ie 103) (lars Lm 88 番地 
RAM HAAR 


ANE THs FR A is AK 2 BB AR PQ 
FAR HH RC 1k aS @ A 2222156 
Be #8 3c A AHR it 
FR hi eR 2 TA 9 番地 
RAM A = tk AX B it 

Rib AAR 278 

(振替 東京 5 番 ) 承認 番 貴 41 
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